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統
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デ

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工
事
成
績
ア

プ
の
具
体
策
指
導
　

４
月

日
に
セ
ミ
ナ

建
通
新
聞
社

大
阪
市
生
野
区
　
　

西
部
地
域

５中小　→４中４小へ

民
間
占
用
期
間
を
延
長

国
交
省
　

最
長
３
年
↓

年
に

河川敷

建
設
業
許
可
要
件
を
点
検

国
交
省
が
　﹁
　
　

対
応
の
方
向
性
　
　

﹂

技
術
提
案
　

メ
リ
ハ
リ
検
討

直
轄
の
総
合
評
価
／
国
交
省

２事業者が提案
岬町多奈川用地５
売却・賃貸で協議会

○

�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ����������������������������������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������（１） 第６３７９号 ＜平成元年月日第三種郵便物認可＞ 年（平成年）３月４日＜金曜日＞　日刊（土・日・祝日休刊）

　建通新聞社では、「なぜ点
が取れるのか～工事成績アップ
対策セミナー」を４月日（火）
に大阪市中央区のエル・おおさ
かで開きます。
　各社がしのぎを削る工事成績
評定アップ対策。本セミナーで
は、高得点を獲得した施工者に
インタビューした内容や講師の
経験を基に、発注者が高く評価
するポイント、評価を下げる事
象について具体的な対応策を詳
しくお伝えいたします。土木、
建築、設備などさまざまな工事
現場におけるコミュニケーショ
ンの在り方についても解説しま
す。
　また参加者には建通新聞社が
編集した工事成績評定データを
提供します。
　※全国土木施工管理技士会連
合会のＣＰＤＳ認定講習（４ユ
ニット）申請中。
　開催日時、受講申し込み方法
などは次の通り。
■会場　エル・おおさか南館
（大阪市中央区北浜東３ノ）
■日時　４月日（火）午後１
～５時（正午から受け付け開始）
■講師　東和博氏（ランパス代
表取締役）
■申込期限　４月日（火）　
※定員になり次第、締め切らせ
ていただきます
■定員　人
■受講料　１万円（税抜き）
■申し込み方法　４面掲載の
様式に必要事項をご記入の上、
ファクス（）までお申
し込みください
■問い合わせ先　電話（）
　担当：松本、黒岡

　
大
阪
市
生
野
区
は

現
行
の
５
中
学
校

小
学
校
を
４

中
学
校
４
小
学
校
に
再
編
す
る

区
内
西
部
地
域
の
学
校

再
編
整
備
計
画
案
を
ま
と
め
た

再
編
に
伴
う
施
設
整
備

は

最
短
の
ス
ケ
ジ


ル
で
設
計
が
２
０
１
７
年
度


工
事
発
注
は

年
度
下
半
期
に
な
る
見
通
し
設
計
１
年


工
事
１
年
半
の
工
程
を
見
込
む
が

担
当
者
は
﹁
あ
く
ま

で

年
春
の
開
校
と
し
た
場
合
の
最
短
ス
ケ
ジ


ル


各
中
学
校
整
備
計
画
の
内
容
に
よ

て
は

工
事
が
２
年

か
か
る
場
合
も
あ
る
﹂
と
説
明
し
て
い
る


　
国
土
交
通
省
は

河
川
敷

地
占
用
許
可
準
則
を
改
正

し

民
間
事
業
者
に
対
す
る

河
川
敷
の
占
用
許
可
期
間
を

最
長
３
年
か
ら

年
に
延
長

す
る

占
用
許
可
期
間
の
延

長
は

民
間
事
業
者
が
河
川

敷
で
行
う
事
業
で
初
期
投
資

を
回
収
で
き
る
よ
う
に
し


民
間
に
よ
る
水
辺
へ
の
事
業

参
入
を
促
す


　
河
川
敷
は

原
則
と
し
て

市
町
村
に
占
用
が
認
め
ら
れ

て
い
る
が

地
域
の
合
意
が

得
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
条
件

に
営
業
活
動
を
行
う
民
間
事

業
者
も
占
用
で
き
る
特
例
が

あ
る


　
た
だ

市
町
村
に
は
﹁


年
以
内
﹂
の
占
用
を
認
め
て

い
る
も
の
の

民
間
事
業
者

の
場
合
は
﹁
３
年
以
内
﹂
と

許
可
期
間
が
短
い

民
間
資

金
を
活
用
し
た
河
川
敷
地
の

有
効
利
用
を
図
る
た
め

民

間
事
業
者
に
対
す
る
占
用
許

可
期
間
を
市
町
村
と
同
じ


年
以
内
に
緩
和
す
る


　
２
日
か
ら
改
正
準
則
に
関

す
る
意
見
募
集
を
行

て
い

る

提
出
さ
れ
た
意
見
を
反

映
し

４
月
以
降
に
施
行
す

る
予
定
だ


　
大
阪
府
と
岬
町
で
組
織
す

る
岬
町
多
奈
川
地
区
整
備
促

進
協
議
会
は

多
奈
川
地
区

多
目
的
公
園
内
事
業
活
動
ゾ


ン
約
５

の
売
却
ま
た
は

賃
貸
事
業
者
募
集
で

外
部

有
識
者
に
よ
る
審
査
結
果
を

ま
と
め
た


　
提
案
は
２
事
業
者
か
ら
あ

り

い
ず
れ
も
進
出
候
補
事

業
者
と
し
て
適
格
性
を
有
し

て
い
る
と
の
評
価
だ

た


今
後

審
査
結
果
に
対
す
る

岬
町
な
ど
の
地
元
意
見
を
踏

ま
え
て

進
出
候
補
事
業
者

を
正
式
決
定
す
る


　
２
事
業
者
は

鉄
骨
製
造

業
と
製
缶
溶
接
業
の
２
者


鉄
骨
製
造
業
者
は

約
５


を
購
入

製
缶
溶
接
業
者
は

約
１
・
２

の
賃
貸
を
提
案

し
て
い
る


　
国
土
交
通
省
は

直
轄
工

事
の
総
合
評
価
方
式
の
う

ち

技
術
提
案
の
評
価
を

重
視
す
る
﹁
技
術
提
案
評
価

型
﹂
の
改
善
を
検
討
す
る


技
術
提
案
評
価
型
の
大
半
を

占
め
る
﹁
技
術
提
案
評
価
型

Ｓ
型
﹂
で

落
札
者
と
非
落

札
者
と
の
技
術
評
価
点
に

差
が
出
ず

規
模
が
大
き
い

Ｗ
Ｔ
Ｏ
工
事
で
は

１
位

同
点
″
と
な
る
ケ

ス
が
４

割
以
上
に
上

て
い
る


こ
の
た
め

よ
り
高
度
な
技

術
提
案
を
求
め
る
﹁
技
術

提
案
評
価
型
Ａ
型
﹂
や
企
業

・
技
術
者
の
実
績
を
重
視
す

る
﹁
施
工
能
力
評
価
型
﹂

を
選
択
し
や
す
く
す
る
な

ど

よ
り
メ
リ
ハ
リ
が
効
い

た
方
向
に
制
度
を
改
善
す

る

　
　
※
７
面
に
つ
づ
く

　
国
土
交
通
省
は

２
日
に

開
い
た
中
央
建
設
業
審
議
会

・
社
会
資
本
整
備
審
議
会
の

基
本
問
題
小
委
員
会
に

建

設
業
の
構
造
的
な
課
題
へ
の

対
応
の
方
向
性
を
示
し
た


こ
の
中
で
は


年
以
上
に

わ
た

て
大
き
な
見
直
し
を

行

て
い
な
い
建
設
業
許
可

要
件
に
つ
い
て

経
営
業
務

管
理
責
任
者
制
度
を
含
め
て

点
検
す
る
方
針
を
提
示

重

層
下
請
構
造
の
改
善
に
向

け

一
括
下
請
負
の
判
断
基

準
で
あ
る
実
質
的
関
与
や


施
工
体
制
に
お
け
る
監
理
技

術
者
と
主
任
技
術
者
の
役
割

を
明
確
化
す
る
と
も
し
た


技
能
労
働
者
の
人
材
確
保
に

関
し
て

同
省
が
数
値
目
標

を
打
ち
出
す
方
針
も
示
し

た

　
　
※
７
面
に
つ
づ
く

　
再
編
整
備
に
向
け
て
今
後

は

小
学
校
区
の
地
域
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
理
事
長
と
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
ら
で
構
成
す
る
関

係
者
で
の
基
本
合
意
と

学

校
設
置
協
議
会
の
運
営
方
法

の
合
意
が
得
ら
れ
れ
ば
各
中

学
校
区
で
学
校
整
備
計
画
づ

く
り
に
入
る
こ
と
に
な
る


こ
と
し
８
月
ご
ろ
ま
で
に
基

本
合
意
を
得
た
場
合

今
秋

に
も
各
中
学
校
整
備
計
画
案

を
ま
と
め
る
見
通
し
だ


　
﹁
生
野
区
西
部
地
域
教
育

特
区
構
想
﹂に
よ
る
と
小
中

一
貫
の
教
育
環
境
の
創
出


交
流
ス
ペ

ス
な
ど
施
設
整

備
の
充
実

幼
保
小
の
連
携

と
い

た
安
心
な
子
育
て
環

境
づ
く
り
な
ど
を
提
示


　
学
校
の
跡
地
は

防
災
拠

点
と
し
て
引
き
続
き
活
用
で

き
る
よ
う
に
し

地
域
の
コ

ミ

ニ
テ


支
援
や
ま
ち

の
活
性
化
に
つ
な
げ
る

新

た
な
活
用
手
法
は

各
中
学

校
区
の
学
校
設
置
協
議
会
設

置
後
に
検
討
し
て
い
く


　
新
た
な
配
置
案
で


年

春
開
校
の
場
合
の
児
童
生
徒

数
見
込
み
は

勝
山
中
学
校

区
と
鶴
橋
中
学
校
区
で

中

学
校
２
７
１
人

同
校
区
小

学
校
は
６
３
０
人

大
池
中

学
校
区
内
の
小
学
校
は
４
６

０
人

生
野
中
学
校
区
内
の

小
学
校
は
５
４
４
人

田
島

中
学
校
区
内
の
小
学
校
は
３

５
３
人
を
想
定
す
る


　
生
野
区
は

市
内
で
最
も

多
い

校
の
小
規
模
校
が
あ

る
た
め


区
で
唯
一
特
区

構
想
を
策
定

重
点
的
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る



年
に
ま
と
め
た
﹁
学
校
配
置

の
見
直
し
に
つ
い
て
﹂
の
取

り
組
み
計
画
で
は

区
内
を

お
お
む
ね
今
里
筋
を
中
心
に

東
西
に
分
け

西
部
地
域
を

前
期
４
カ
年
︵



年

度
︶

東
側
地
域
を
後
期
４

カ
年
︵



年
度
︶
で
再

編
す
る
最
短
の
モ
デ
ル
ス
ケ

ジ


ル
を
示
し
て
い
る


　
※
西
部
地
域
学
校
再
編
整

備
計
画
の
対
象
校
は
表
の
通

り



市
内
初

一
貫
校
整
備
へ

藤
井
寺
中

建
て
替
え

解
体
な
ど
に

億
円

藤
井
寺
市
　
　
　
　
　
　
　
　


年
度
当
初
予
算
案

滝

畑

浄
化
Ｃ

長
寿
命
化
へ
計
画
策
定

河
内
長
野
市
　

村
道
整
備
に


千
万
確
保

新
庁
舎
は
実
施
設
計

千
早
赤
阪
村
　

豊中市

競
輪
場
再
整
備
の
基
本
構
想

日
建
設
計
総
研
を
選
定

岸和田市
公営競技

庄内地域の
小中学校再編

茨
木
箕
面
丘
陵
線

㎞
新
設
な

ど

中
央
コ
ン
で
設
計

ＵＲ西日本

年　月分　⑤

寝屋川市

ホクセイが担当
寝屋川駅前線
境界復元測量

国
道
１
７
６
号

阪
急
宝
塚
線

阪
急
神
戸
線

庄内小
第七中

庄内南小庄内南小

千成小

位置図

（２）第三種郵便物認可 年（平成年）３月４日＜金曜日＞

　
豊
中
市
は

庄
内
地
域
の
学
校
施

設
再
編
に
伴
い

市
で
は
初
め
て
と

な
る
小
中
一
貫
校
を
整
備
す
る
計

画
施
設
一
体
型
か
施
設
併
用
型
と

す
る
か
な
ど
は
年
内
に
方
向
性
を

固
め
る
方
針
担
当
者
は﹁
い
ず
れ
も

基
本
は
建
て
替
え
に
よ
る
整
備
を
想

定
し
て
い
る
が
ス
ケ
ル
ト
ン
方
式

な
ど
既
存
校
舎
を
活
用
し
た
整
備
手

法
も
検
討
し
て
い
く
﹂と
い
う


　
既
存
の
小
学
校
校
区
を
単

位
と
し
庄
内
小
野
田
小


島
田
小
を
北
区
庄
内
南
小


庄
内
西
小

千
成
小
を
南
区

に
分
け

小
中
一
貫
校
２
校

を
整
備
す
る
計
画


　
施
設
一
体
型

案
は

庄
内
小

敷
地
に
北
校


千
成
小
敷
地
に

南
校
を
整
備


施
設
規
模
は
北

校
が
５
階
建
て

延
べ
１
万
７
０

１
０
平
方


︵

ク
ラ
ス
︶

南
校
が
５
階
建
て
延
べ
１
万

７
０
６
０
平
方

︵

ク
ラ

ス
︶
を
見
込
む


　
一
方

施
設
併
用
型
案

は

北
区
は
東
校
舎
︵
小
１


小
４
︶
と
西
校
舎
︵
小
５


中
３
︶

南
区
は
北
校
舎

︵
小
１

小
４
︶
と
南
校
舎

︵
小
５

中
３
︶
を
配
置
す

る

規
模
は
東
校
舎
が
４
階

建
て
延
べ
１
万
０
８
０
０

平
方

︵

ク
ラ
ス
︶
で


西
校
舎
は
４
階
建
て
延
べ

１
万
２
９
７
０
平
方

︵


ク
ラ
ス
︶

北
校
舎
が
３
階

建
て
延
べ
９
２
９
０
平
方


︵

ク
ラ
ス
︶

南
校
舎

は
４
階
建
て
延
べ
１
万
０

７
３
０
平
方

︵

ク
ラ

ス
︶


　
各
校
舎
の
整
備
予
定
地

は

東
校
舎
が
庄
内
小

西

校
舎
は
第
七
中

北
校
舎
は

庄
内
南
小

南
校
舎
は
千
成

小


　
各
手
法
の
最
短
整
備
ス
ケ

ジ


ル
は

施
設
一
体
型

案
で

年
度
に
基
本
設
計



年
度
に
実
施
設
計


年

度
に
工
期
２
カ
年
で
着
手


施
設
併
用
型
案
で
は

南
区

で
整
備
を
先
行


年
度
に

基
本
設
計


年
度
は
実
施

設
計
を
ま
と
め


年
度
に

２
カ
年
工
事
で
整
備
を
進
め

る

北
区
は

年
度
に
基
本

設
計


年
度
に
実
施
設
計

を
進
め


年
度
か
ら
２
カ

年
で
建
設
工
事
に
着
手
す
る

計
画
だ


　
河
内
長
野
市
は

総
額
７

２
４
億
８
３
８
４
万
円
の
２

０
１
６
年
度
当
初
予
算
案
を

発
表
し
た

新
規
事
業
と
し

て

滝
畑
浄
化
セ
ン
タ

の

長
寿
命
化
に
向
け
た
点
検
・

調
査
業
務
な
ど
に
予
算
を
配

分
し
た


　
主
な
建
設
事
業
で
は

滝

畑
地
区
の
下
水
道
長
寿
命

化
対
策
事
業
と
し
て

滝
畑

浄
化
セ
ン
タ

を
点
検
・
調

査
し
長
寿
命
化
計
画
を
策
定

す
る

事
業
費
は
８
０
０
万

円


　

年
度
下
半
期
か
ら
の
稼

働
を
目
指
す
市
営
斎
場
建
て

替
え
事
業
に
は

整
備
費
な

ど

億
２
３
５
７
万
円
と


関
連
事
業
の
高
瀬
天
野
線
整

備
な
ど
に
１
億
３
９
３
１
万

円
を
計
上
し
た


　
こ
の
ほ
か
橋
梁
の
耐
震
化

や
維
持
管
理
に
向
け

天
野

滝
畑
線
の
９
カ
所
で
橋
梁
の

点
検
業
務
を
実
施
す
る

事

業
費
は
９
５
０
万
円


　
予
算
案
の
内
訳
は

一
般

会
計
が
３
４
０
億
円
で
前
年

度
当
初
比
０
・
４
％
増

普

通
建
設
事
業
費
は

億
１
８

７
０
万
円
で
同
比
１
・
３
％

増


　
藤
井
寺
市
は

学
校
耐
震

化
事
業
費
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ

２
０
１
６
年
度
当
初
予

算
案
を
発
表
し
た

総
額
は

４
９
５
億
９
０
２
２
万
円


子
ど
も
子
育
て
分
野
な
ど
の

重
点
戦
略
に
取
り
組
む


　
主
な
建
設
事
業
と
し
て


学
校
施
設
の
耐
震
化
で
は


藤
井
寺
西
小
学
校
の
２
期
設

計
に
着
手
す
る
た
め
委
託
料

２
０
０
万
円
を
盛
り
込
ん
だ

ほ
か

道
明
寺
小
の
３
・
４

号
棟
や
藤
井
寺
中
学
校
建
て

替
え
に
伴
う
解
体
な
ど
に
事

業
費

億
５
７
３
４
万
円
を

確
保


　
ま
た

藤
井
寺
南
小
１
・

４
号
棟
と
藤
井
寺
西
小
１
期

の
工
事
費
は


年
度
５
号

補
正
予
算
案
に
計
上
し

前

倒
し
発
注
す
る
予
定


　
こ
の
ほ
か

経
年
劣
化
に

よ
る
改
修
を
計
画
す
る
市
民

総
合
会
館
の
別
館
は

委
託

料
４
３
５
万
円
を
計
上
し


設
計
に
着
手
す
る


　
予
算
案
の
内
訳
は

一
般

会
計
が
２
４
９
億
７
９
０
０

万
円
で
前
年
度
当
初
比
６
・

１
％
増

こ
の
う
ち
投
資
的

経
費
は

億
５
９
０
５
万

円
で
同
比

・
７
％
の
大
幅

増


　
千
早
赤
阪
村
は

総
額


億
８
６
８
３
万
円
の
２
０
１

６
年
度
当
初
予
算
案
を
公
表

し
た

注
目
の
新
庁
舎
実
施

設
計
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い

る


　
主
な
建
設
関
連
事
業
と
し

て

老
朽
化
に
よ
る
庁
舎
の

移
転
新
築
計
画
で

新
年
度

か
ら
実
施
設
計
︵
業
務
委
託

料
５
４
５
４
万
円
︶に
入
る



年
度
に
プ
ロ
ポ

ザ
ル
で

選
定
し
た
内
藤
建
築
事
務
所

︵
大
阪
市
中
央
区
︶
が
引
き

続
き
実
施
設
計
を
担
当
す

る

納
期
は

年
２
月
下
旬

ま
で


　
こ
の
ほ
か
新
規
事
業
で

は

橋
梁
長
寿
命
化
事
業
と

し
て


年
度
に
は
２
橋
の

補
修
と
橋
梁
点
検
を
実
施
す

る
た
め

２
５
０
０
万
円
を

計
上

ま
た

小
吹
台
地
区

道
路
の
舗
装
な
ど
村
道
整
備

事
業
に
６
５
２
０
万
円
を
確

保
し
た


　
予
算
案
の
内
訳
は

一
般

会
計
が

億
０
３
５
４
万
円

で
前
年
度
当
初
比
３
％
の

減

普
通
建
設
事
業
費
も
１

億
８
７
２
９
万
円
で
同

・

７
％
減
と
な

た


　
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
西
日
本

支
社
は

国
文
都
市
地
区

︵
彩
都
︶
主
要
幹
線
道
路
等

設
計
を
中
央
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
︵
名
古
屋
市
︶
に
委
託
し

た

納
期
は

月

日

都

市
計
画
道
路
茨
木
箕
面
丘
陵

線
な
ど
の
整
備
内
容
を
固
め

る


　
設
計
対
象
は

茨
木
箕
面

丘
陵
線
の
新
設
区
間
︵
国
文

都
市
３
号
線
交
差
部

府

道
忍
頂
寺
福
井
線
︶
延
長
１

・
８


同
改
修
区
間
︵
供

用
中
の
彩
都
西
駅
ラ
ン
プ

部

国
文
都
市
３
号
線
交
差

部
︶
延
長
０
・
７


佐
保

道
路
改
修
区
間
︵
中
部
地
区

内
︶
延
長
０
・
５

の
３
区

間


　
茨
木
箕
面
丘
陵
線
は
国

文
都
市
地
区
全
体
の
骨
格
道

路
と
し
て
計
画

民
間
主
導

に
よ
る
彩
都
東
部
地
区
の

開
発
に
備
え

主
要
幹
線
道

路
の
整
備
内
容
を
精
査
す

る


　
民
間
活
力
を
導
入
し
た
岸

和
田
競
輪
場
の
再
整
備
を
計

画
し
て
い
る
岸
和
田
市
公
営

競
技
事
業
所
は

再
整
備
事

業
基
本
構
想
等
策
定
業
務
の

受
託
候
補
者
を
日
建
設
計
総

合
研
究
所
大
阪
オ
フ

ス

︵
大
阪
市
中
央
区
︶
に
決
定

し
た


　
同
業
務
委
託
は
プ
ロ
ポ


ザ
ル
方
式
で
実
施

全
４
者

が
参
加
し

選
定
委
員
会
で

企
画
提
案
書
や
プ
レ
ゼ
ン
テ


シ

ン
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
に

よ
る
審
査
の
結
果

同
者
が

選
定
さ
れ
た


　
自
転
車
競
走
場
と
グ
ラ
ウ

ン
ド
施
設

メ

ン
・
サ
イ

ド
ス
タ
ン
ド

競
技
選
手
な

ど
の
宿
泊
可
能
施
設
と
食
堂

な
ど
の
競
輪
開
催
施
設
の
ほ

か
に

Ｂ
Ｍ
Ｘ
競
技
コ

ス

な
ど
の
Ｂ
Ｍ
Ｘ
競
技
関
連
施

設

公
園
施
設

交
番
な
ど

の
そ
の
他
施
設
を
整
備

維

持
管
理
運
営
す
る
事
業
を
想

定

施
設
整
備
基
本
計
画
な

ど
基
本
構
想
の
策
定
や
事
業

費
の
概
算

最
適
事
業
方
式

の
選
定

実
施
方
針
作
成


事
業
者
公
募
・
選
定
支
援
な

ど
の
業
務
を
行
う

委
託
期

間
は
２
０
１
７
年
３
月

日

ま
で


　
民
間
活
力
の
導
入
に
際
し

て
は

Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
と
Ｐ
Ｆ

Ｉ
方
式
を
中
心
に
検
討

９

月
に
事
業
者
の
募
集
公
告
を

行
い


月
に
提
案
を
受
け

付
け


年
３
月
の
契
約



年
４
月
の
供
用
開
始
を
想

定
し
て
い
る


　
寝
屋
川
市
は

市
道
寝
屋

川
駅
前
線
境
界
復
元
測
量
を

ホ
ク
セ
イ
︵
寝
屋
川
市
︶
に

委
託
し
た

委
託
期
間
は


日
ま
で

境
界
確
定
後
は


安
全
対
策
工
事
や
電
線
共
同

溝
工
事
な
ど
を
２
０
１
６
年

度
内
に
発
注
す
る
見
通
し

だ


　
業
務
内
容
は

４
級
基
準

点
測
量
で
行
い

９
点
の
測

量
を
実
施

用
地
面
積
は
１

万
平
方



　
場
所
は
寝
屋
川
市
初
町
な

ど




青
少
年
国
際
交
流
Ｃ
整
備

工
事
費
．
億
を
概
算
和歌山市

大阪ガスと出光が４月新会社設立

姫路に火力発電所建設

西
宮
に
ト

プ
ワ
ン
新
店
舗

９
月
上
旬
着
工
へ

富　啓

民
間
公
募
決
定
情
報

●
ア
ヴ
ニ

ル
鹿
の

子
台
団
地
管
理
組
合

建
設
予
定
地
の
駐
車
場

甲
賀
大
原
地
域
市
民
Ｃ
に
着
工

単
体
か
２
者
Ｊ
Ｖ
で
受
付

甲
賀
市
　
　
　
　
　
　

京
都
市

新
た
に
北
大
路
で

コ
ト
チ
カ
を
整
備

Ａ
Ｂ
ホ
テ
ル
京
都
四
条
大
宮

見
積
企
業
を
募
集

東祥

解　体　情　報
野
洲
中
主
線
の
舗
装
整
備


日
締
切
　


日
に
開
札

滋賀県

首
都
圏
・
中
部
圏
へ

Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か
？

お
問
い
合
わ
せ
は

℡
０
６（
６
２
０
１
）３
９
２
７

（３） 第三種郵便物認可年（平成年）３月４日＜金曜日＞

▽
ア
ヴ
ニ

ル
鹿
の
子

台
団
地
大
規
模
修
繕

工
事
︵
神
戸
市
北
区

鹿
の
子
台
北
町
３
ノ

１
︶

日
本
総
合
住
生
活

・
予
定
工
期
２
月
上

旬
ご
ろ

６
月
下
旬

ご
ろ

　
和
歌
山
市
は

少
年
自
然

の
家
を
改
修
し
て
仮
称
・
青

少
年
国
際
交
流
セ
ン
タ

に

す
る
計
画
で

全
体
工
事
費

と
し
て

億
３
９
２
０
万
円

を
概
算
し
て
い
る

２
０
１

６
年
度
に
実
施
設
計
を
ま
と

め
る
と
と
も
に

一
部
解
体

工
事
に
着
手


年
度
の
工

事
発
注
を
目
指
す

完
成
予

定
は

年
６
月
末


　
計
画
で
は

老
朽
化
が
進

む
既
存
施
設
を
全
面
的
に
改

修

敷
地
内
に
新
棟
を
建
設

し

ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備

︵
拡
幅
︶
も
行
う


　
主
な
新
築
施
設
は

管
理

棟
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ト
造

２
階
建
て
延
べ
１
２
２
６
平

方


宿
泊
棟
が
木
造
２
階

建
て
延
べ
１
３
８
３
平
方




　
場
所
は
和
歌
山
市
加
太
１

９
０
７
ノ
２
の
敷
地

万
８

７
３
０
平
方



　
現
在

実
施
設
計
の
一
般

競
争
入
札
を
公
告
中

入
札

書
は
８


日
に
受
け
付

け


日
に
開
札
す
る

納

期
は
２
２
０
日


　︻
兵
庫
︼

大
阪
ガ
ス

と
出
光
興

産
は

兵

庫
県
姫
路

市
に
火
力
発
電
所
の
新
設
を

計
画
し
て
い
る

両
社
は


事
業
主
体
と
な
る
新
会
社
の

姫
路
天
然
ガ
ス
発
電
︵
本
社

予
定
地

大
阪
市
︶
を
４
月

１
日
に
共
同
で
設
立
し

建

設
な
ど
を
進
め
る


　
滋
賀
県
甲
賀
市
は

甲
賀

大
原
地
域
市
民
セ
ン
タ


の
建
設
に
着
手
す
る

建
築

工
事
は
条
件
付
一
般
競
争

入
札
で
発
注
し

電
子
入
札

シ
ス
テ
ム
を
採
用
す
る

入

札
参
加
の
申
込
期
間
は




日
入
札
参
加
資
格
は


単
体
か
２
者
の
特
定
Ｊ
Ｖ


単
体
の
場
合

市
内
に
本

店
が
あ
る
建
築
の
Ｐ
点
が
８

５
０
点
以
上
で

平
均
完
成

工
事
高
が
８
億
円
以
上
な

ど


　
Ｊ
Ｖ
の
代
表
者
は

市
内

︵
支
店
・
営
業
所
︶
が
Ｐ
点

１
０
０
０
点
以
上

平
均
完

成
工
事
高
が

億
円
以
上


そ
れ
以
外
で
県
内
に
本
店
が

あ
る
場
合
は

Ｐ
点
１
０
０

０
点
以
上

平
均
完
成
工
事

高
が

億
円
以
上
な
ど


　
市
民
セ
ン
タ

︵
鉄
骨
造

２
階
建
て
延
べ
１
２
５
７
・

３
平
方

︶
の
新
築

旧
開

発
セ
ン
タ

︵
鉄
筋
コ
ン
ク

リ

ト
造
２
階
建
て
延
べ
６

１
０
・
３
平
方

︶
と
書
庫

棟
︵
鉄
骨
造
２
階
建
て
延
べ

２
３
７
・
４
平
方

︶
の
改

修
水
道
庁
舎︵
鉄
骨
造
２
階

建
て
延
べ
３
７
４
平
方

︶

の
解
体

外
構
工
を
一
括
し

て
発
注
す
る


　
工
期
は
２
０
１
７
年
９
月


日


　
建
設
地
は
甲
賀
市
甲
賀
町

相
模


　
京
都
市
は

市
営
地
下
鉄

で
進
め
て
い
る
駅
ナ
カ
商

業
施
設
﹁
コ
ト
チ
カ
﹂
に
つ

い
て

新
た
に
北
大
路
を

対
象
に
整
備
す
る
方
針
だ


２
０
１
６
年
度
は
設
計
を
行

い

整
備
規
模
を
確
定
さ
せ

る


　
北
大
路
駅
は
１
日
平
均
の

乗
降
客
数
が
約
２
万
９
０
０

０
人
コ
ト
チ
カ
整
備
は
北

大
路
が
５
カ
所
目
と
な
る


店
舗
を
誘
致
し

バ
リ
ア
フ

リ

や
ト
イ
レ
の
リ
ニ



ア
ル
な
ど
を
行
い

収
益
性

を
高
め
る
の
が
狙
い
だ



年
度
は
９
０
０
万
円
の
事
業

費
を
見
込
む

開
業
予
定
は


年
度


　
場
所
は
京
都
市
北
区
小
山

北
上
総
町


　
︻
京
都
︼
全
国
に

ホ
テ
ル
や
ス
ポ

ツ

ク
ラ
ブ
を
展
開
す
る

東
祥
︵
愛
知
県
安
城

市
三
河
安
城
町
１
ノ

ノ

５
︶
は

京
都
市
下
京
区
に

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
﹁
Ａ
Ｂ
ホ

テ
ル
京
都
四
条
大
宮
︵
仮

称
︶
﹂
の
出
店
を
計
画
し
て

い
る

着
工
は
６
月
上
旬
を

予
定


　
４
月
上
旬
に
現
場
説
明
会

を
開
い
て
施
工
者
の
選
定
を

進
め
る
考
え
で

現
在

見

積
も
り
を
希
望
す
る
施
工
会

社
を
募
集
し
て
い
る


　
同
ホ
テ
ル
の
規
模
は
鉄
筋

コ
ン
ク
リ

ト
造
９
階
建
て

延
べ
４
０
９
５
平
方


客

室
数
は
１
６
５
室
を
計
画
し

て
い
る

建
設
地
は
京
都
市

下
京
区
柏
屋
町

開
業
予
定

は
２
０
１
７
年
７
月
末


　
設
計
は
け
ん
ち
く
の
種

︵
箕
面
市
︶
が
担
当


　
見
積
も
り
希
望
の
受
け
付

け
は

Ａ
Ｂ
ホ
テ
ル
︵
愛
知

県
安
城
市
︶

担
当
・
大
津

氏
電
話
０
５
６
６︵
７
９
︶

３
０
１
３


　
滋
賀
県
は

野
洲
市
内
の

野
洲
中
主
線
補
助
道
路
整
備

工
事
を
総
合
評
価
方
式
の
簡

易
型
一
般
競
争
入
札
で
公
告

し
た


　
資
格
は
県
内
に
主
た
る
営

業
所
が
あ
る
舗
装
の
格
付
け

一
号
な
ど

申
請
書
を

日

ま
で
受
け
付
け


日
に
開

札
す
る


　
野
洲
市
大
篠
原
の
延
長
３

４
３

が
整
備
対
象

地
盤

改
良
工
︵
１
８
１
０
平
方


︶

ア
ス
フ

ル
ト
舗
装

工
︵
４
８
３
０
平
方

︶


道
路
土
工

排
水
構
造
物
工

を
行
う

工
期
は
２
０
１
７

年
１
月

日


　
設
計
は
朝
日
設
計
が
担

当


　
計
画
で
は

出
光
興
産
が

所
有
す
る
旧
兵
庫
製
油
所
跡

地
の
一
部
を
活
用
し

ガ
ス

タ

ビ
ン
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ

イ
ク
ル
方
式
で

総
発
電
能

力
約
１
８
０
万


の
発
電

所
を
２
期
に
分
け
て
建
設
す

る


　
当
面
は
第
１
期
分
と
し
て

約
１
０
０
万


分
の
施
設

を
建
設
し

２
０
２
０
年
代

前
半
に
運
転
を
開
始
さ
せ
た

い
考
え

建
設
地
は
姫
路
市

飾
磨
区
妻
鹿
日
田
町
１
ノ
１

ほ
か


　
全
体
の
敷
地
面
積
は
約
１

３
０

で

こ
の
う
ち
約



を
利
用
す
る


　︻
兵
庫
︼

パ
チ
ン
コ

・
ス
ロ


ト
ホ

ル

の
ト

プ

ワ
ン
を
運
営
す
る
富
啓
︵
兵

庫
県
西
宮
市
今
津
水
波
町
２

ノ

︶
は

新
店
舗
の
建
設

を
計
画
し
て
い
る

施
工
者

は
現
時
点
で
は
未
定
の
も
よ

う

９
月
上
旬
の
着
工
を
予

定
し
て
い
る


　
計
画
で
は

現
在
の
ト


プ
ワ
ン
西
宮
店
の
駐
車
場
に

新
店
舗
を
建
設
す
る

規
模

は
鉄
骨
造
７
階
建
て
延
べ
９

９
５
６
平
方


店
舗

事

務
所

２
６
１
台
分
の
駐
車

場
を
配
置
す
る

完
成
予
定

は
２
０
１
７
年
３
月
末

建

設
地
は
兵
庫
県
西
宮
市
津
門

川
町
９
ノ
１
他

敷
地
面
積

は
２
４
１
８
平
方


申
請

代
理
人
は
ピ

ア

ル
・
フ


ロ

︵
大
阪
市
北
区
曽
根

崎
新
地
２
ノ
５
ノ

︶


①規模・用途②事業主③施工者④敷地面積
⑤工期

【京都市右京区】
　▷解体工事（京都市右京区花園一条田町）
①ＲＣ・ＣＢ延べ約㎡②㈱最上不動産⑤
年１月日～３月日
【京都市上京区】
　▷解体工事（京都市上京区西町、－１）
①Ｗ・ＲＣ・Ｓ延べ約．㎡②㈱リュウコド
ウ⑤年月９日～年３月日

【京都市中京区】
　▷解体工事（京都市中京区朝倉町）①Ｒ
Ｃ延べ約．㎡②㈱ダイマルヤ⑤年
月日～年４月日

【京都市西京区】
　▷解体工事（京都市西京区嵐山内田町－
４）①Ｗ・Ｓ延べ約．㎡②㈱タフティーサ
ポート⑤年２月１日～３月日



　

★
宮
内
庁
京
都
事
務
所
　

　

★
厚
生
労
働
省
大
阪
労
　

　

働
局

　
　

　

★
国
土
交
通
省
近
畿
地
　

　

方
整
備
局
契
約
課

　
　

　

★
国
土
交
通
省
紀
伊
山
　

　

地
砂
防

　
　

　

★
国
土
交
通
省
豊
岡
河
　

　

川
国
道

　
　

　

★
国
土
交
通
省
和
歌
山
　

　

河
川
国
道

　
　

　

★
大
阪
府
契
約
局

　
　

　

★
大
阪
市
・
八
尾
市
・
　

　

松
原
市
環
境
施
設
組
合
　

　

★
豊
中
市
契
約
検
査
課
　

　

●
法
務
省
神
戸
地
方
法
　

　

務
局

　
　

　

●
国
土
交
通
省
滋
賀
国
　

　

道

　
　

　

●
国
土
交
通
省
大
阪
空
　

　

港

　
　

　

●
防
衛
省
近
畿
中
部
防
　

　

衛
局

　
　

　

●
防
衛
省
福
知
山
駐
屯
　

　

地

　
　

　

●
水
資
源
機
構
川
上
ダ
　

　

ム
建
設
所

　
　

　

●
滋
賀
医
科
大
学

　
　

　

●
西
日
本
高
速
道
路
関
　

　

西
支
社

　
　

　

★
国
土
交
通
省
福
井
河
　

　

川
国
道

　
　

　

★
防
衛
省
近
畿
中
部
防
　

　

衛
局

　
　

　

★
労
働
者
健
康
福
祉
機
　

　

構
和
歌
山
労
災
病
院
　
　

　

★
理
化
学
研
究
所
神
戸
　

　

事
業
所

　
　

　

★
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
西
日
　

　

本
支
社

　
　

　

★
国
立
病
院
機
構
京
都
　

　

医
療
セ
ン
タ


　
　

　

★
水
資
源
機
構
日
吉
ダ
　

　

ム
管
理
所

　
　

　

★
京
都
大
学

　
　

　

★
新
関
西
国
際
空
港
　
　

（
入
札
公
告
の
工
事
概
要
は
電
子
版
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

（４）第三種郵便物認可 年（平成年）３月４日＜金曜日＞
︻
３
月

日
申
込
締
切

３

月

日
開
札

一
般
競
争
入

札
︼

▽
京
都
御
所
春
季
一
般
公
開

に
伴
う
苑
地
整
備
業
務

︵
京
都
市
上
京
区
京
都
御

苑
内
︶

❶
役
務
の
提
供
等
︵
建
物

管
理
等
各
種
保
守
管
理
︶

Ａ

Ｄ

︵
そ
の
他
︶
Ａ


Ｄ

業
務
実
績
あ
り
│

な
ど
②
２
０
１
６
年
４
月


日

︻
３
月

日
入
札
書
受
付
締

切

３
月

日
開
札

一
般

競
争
入
札
・
電
子
︼

▽
大
阪
労
働
局
に
お
け
る
自

家
用
電
気
工
作
物
保
安
管

理
業
務

❶
役
務
の
提
供
等
︵
建
物

管
理
等
各
種
保
守
管
理
︶

Ａ

Ｄ

そ
の
他
要
件
あ

り
︻
３
月

日
申
込
締
切
︵
３

月
７
日
受
付
開
始
︶

５
月


日
開
札

一
般
競
争
入
札

・
電
子
︼

▽
永
平
寺
大
野
道
路
浅
見
地

区
舗
装
他
工
事
︵
福
井
県

永
平
寺
町
轟

浅
見
︶

❶
ア
ス
フ

ル
ト
舗
装

Ａ

近
畿
２
府
４
県
・
福

井
県
に
本
店
・
支
店
・
営

業
所

施
工
実
績
あ
り


経
審
結
果
通
知
書
│
な
ど

②
２
０
１
７
年
２
月

日

③
総
合
評
価
方
式

︻
３
月

日
申
込
締
切
︵
３

月
７
日
受
付
開
始
︶

６
月

３
日
開
札

一
般
競
争
入
札

・
電
子
︼

▽
赤
谷
地
区
床
固
工
他
工
事

︵
奈
良
県
五
條
市
大
塔
町

清
水
︶

❶
一
般
土
木
Ａ

Ｂ

京

都
府
・
大
阪
府
・
奈
良
県

・
和
歌
山
県
内
に
本
店
・

支
店
・
営
業
所

施
工
実

績
あ
り

経
審
結
果
通
知

書
│
な
ど
②
２
０
１
７
年

２
月

日
③
総
合
評
価
方

式
︻
３
月

日
申
込
締
切

５

月

日
開
札

一
般
競
争
入

札
・
電
子
︼

▽
那
智
川
陰
陽
川
地
区
流
路

工
他
工
事
︵
和
歌
山
県
那

智
勝
浦
町
那
智
山
︶

❶
一
般
土
木
Ｃ

和
歌
山

県
に
本
店

施
工
実
績
あ

り

経
審
結
果
通
知
書
│

な
ど
②
２
０
１
７
年
２
月


日
③
総
合
評
価
方
式


同
時
提
出
型
︵
二
封
筒
事

後
審
査
型
︶

一
括
審
査

▽
那
智
川
樋
口
川
地
区
流
路

工
他
工
事
︵
和
歌
山
県
那

智
勝
浦
町
市
野
々
︶

❶
一
般
土
木
Ｃ

和
歌
山

県
に
本
店

施
工
実
績
あ

り

経
審
結
果
通
知
書
│

な
ど
②
２
０
１
７
年
２
月


日
③
総
合
評
価
方
式


同
時
提
出
型
︵
二
封
筒
事

後
審
査
型
︶

一
括
審
査

▽
那
智
川
内
の
川
流
路
工
他

工
事
︵
和
歌
山
県
那
智
勝

浦
町
市
野
々
︶

❶
一
般
土
木
Ｃ

和
歌
山

県
に
本
店

施
工
実
績
あ

り

経
審
結
果
通
知
書
│

な
ど
②
２
０
１
７
年
２
月


日
③
総
合
評
価
方
式


同
時
提
出
型
︵
二
封
筒
事

後
審
査
型
︶

一
括
審
査

︻
３
月

日
申
込
締
切
︵
３

月
７
日
受
付
開
始
︶

４
月


日
開
札

一
般
競
争
入
札

・
電
子
︼

▽
八
鹿
日
高
道
路
道
路
情
報

表
示
設
備
他
設
置
工
事

︵
兵
庫
県
養
父
市
八
鹿
町

高
柳
他
︶

❶
通
信
設
備

地
域
要
件

あ
り

施
工
実
績
あ
り


経
審
結
果
通
知
書
│
な
ど

②
２
０
１
７
年
３
月

日

③
総
合
評
価
方
式

︻
３
月

日
申
込
締
切
︵
３

月
７
日
受
付
開
始
︶

５
月


日
開
札

一
般
競
争
入
札

・
電
子
︼

▽
八
鹿
日
高
道
路
豊
岡
地
区

整
備
工
事
︵
兵
庫
県
養
父

市
八
鹿
町
宿
南

豊
岡
市

日
高
町
久
斗
︶

❶
一
般
土
木
Ｃ

地
域
要

件
あ
り
施
工
実
績
あ
り


経
審
結
果
通
知
書
│
な
ど

②
２
０
１
７
年
３
月

日

③
総
合
評
価
方
式

▽
八
鹿
日
高
道
路
養
父
地
区

整
備
工
事
︵
兵
庫
県
養
父

市
八
鹿
町
米
里

宿
南
︶

❶
一
般
土
木
Ｃ

地
域
要

件
あ
り
施
工
実
績
あ
り


経
審
結
果
通
知
書
│
な
ど

②
２
０
１
７
年
３
月

日

③
総
合
評
価
方
式

︻
３
月

日
申
込
締
切

５

月

日
開
札

一
般
競
争
入

札
・
電
子
︼

▽
紀
北
西
道
路
昭
和
池
調
整

池
設
置
他
工
事
︵
和
歌
山

県
岩
出
市
根
来

山
︶

❶
一
般
土
木
Ｃ

和
歌
山

県
に
本
店

施
工
実
績
あ

り

経
審
結
果
通
知
書
│

な
ど
②
２
０
１
７
年
２
月


日
③
総
合
評
価
方
式

︻
３
月
８
日
申
込
締
切

３

月

日
開
札

条
件
付
一
般

競
争
入
札
・
電
子
︼

▽
広
域
農
道
岩
湧
地
区

│

１
道
路
整
備
工
事
︵
河
内

長
野
市
加
賀
田
︶

❶
土
木
Ｄ

受
注
希
望
工

種
が
土
木

地
域
要
件
あ

り

経
審
結
果
通
知
書
│

な
ど
②
２
０
１
６
年
６
月


日

▽
水
分
池
ノ
谷
地
区
治
山
ダ

ム
︵

・
復
旧
︶
工
事

︵
千
早
赤
阪
村
水
分
︶

❶
土
木
Ｃ

受
注
希
望
工

種
が
土
木

地
域
要
件
あ

り

経
審
結
果
通
知
書
│

な
ど
②
２
０
１
６
年
９
月


日

▽
尊
延
寺
地
区
治
山
ダ
ム

︵

・
復
旧
︶
工
事
︵
枚

方
市
尊
延
寺
︶

❶
土
木
Ｃ

受
注
希
望
工

種
が
土
木

地
域
要
件
あ

り

経
審
結
果
通
知
書
│

な
ど
②
２
０
１
６
年

月


日

▽
南
野
地
区
治
山
ダ
ム
︵


・
復
旧
︶
工
事
︵
四
條
畷

市
南
野
︶

❶
土
木
Ｄ

受
注
希
望
工

種
が
土
木

地
域
要
件
あ

り

経
審
結
果
通
知
書
│

な
ど
②
２
０
１
６
年
９
月


日

︻
３
月

日
入
札
書
受
付


３
月

日
開
札

事
後
審
査

型
制
限
付
一
般
競
争
入
札
︼

▽
平
成

年
度
北
港
処
分
地

水
質
調
査
及
び
水
質
管
理

業
務
委
託
︵
北
港
処
分
地

南
地
区
他
１
カ
所
︶

❶
環
境
調
査
・
検
査
そ
の

他
の
調
査
・
検
査
︵
環
境

調
査
・
検
査
︶

そ
の
他

要
件
あ
り
②
２
０
１
７
年

３
月

日

▽
平
成

年
度
ご
み
焼
却
工

場
に
お
け
る
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
等
測
定
業
務
委
託

︵
鶴
見
工
場
他
５
カ
所
︶

❶
環
境
調
査
・
検
査
そ
の

他
の
調
査
・
検
査
︵
環
境

調
査
・
検
査
︶

そ
の
他

要
件
あ
り
②
２
０
１
７
年

３
月

日

▽
平
成

年
度
排
水
分
析
測

定
業
務
委
託
︵
鶴
見
工
場

他
５
カ
所
︶

❶
環
境
調
査
・
検
査
そ
の

他
の
調
査
・
検
査
︵
環
境

調
査
・
検
査
︶

そ
の
他

要
件
あ
り
②
２
０
１
７
年

３
月

日

︻
４
月
６
日
入
札
書
受
付
締

切︵
３
月

日
受
付
開
始
︶

４
月
７
日
開
札

一
般
競
争

入
札
・
電
子
︼

▽
平
成

年
度
水
道
配
水
管

敷
設
工
事
︵
№
６
０
１
新

千
里
南
町
３
丁
目
︶

水

道
鉛
管
改
良
工
事
︵
№
６

０
９
春
日
町
１
丁
目
外
︶

そ
の
２
︵
新
千
里
南
町
３

丁
目
地
区
他
︶

❶
土
木
希
望
順
位
１
位


市
内
に
本
店

施
工
実
績

あ
り

総
合
評
定
値
通
知

書
│
な
ど
②
２
０
１
７
年

２
月

日

︻
４
月

日
入
札
書
受
付
締

切︵
３
月

日
受
付
開
始
︶

４
月

日
開
札

一
般
競
争

入
札
・
電
子
︼

▽
豊
中
市
立
第
四
中
学
校
校

舎
改
築
工
事
に
伴
う
電
気

設
備
工
事
︵
服
部
本
町
４

│
５
│
７
︶

❶
電
気
希
望
順
位
１
位


総
合
評
定
値
が
６
５
０
点

以
上

市
内
に
本
店

施

工
実
績
あ
り

特
定
建
設

業
許
可

総
合
評
定
値
通

知
書
│
な
ど
②
２
０
１
８

年
３
月

日

▽
豊
中
市
立
蛍
池
小
学
校
校

舎
特
別
教
室
棟
耐
震
補
強

及
び
外
壁
改
修
工
事
︵
蛍

池
中
町
１
│

│
１
︶

❶
建
築
希
望
順
位
１
位


市
内
に
本
店

施
工
実
績

あ
り
特
定
建
設
業
許
可


総
合
評
定
値
通
知
書
│
な

ど
②
２
０
１
７
年
２
月

日

︵
２
月

日
︶

▽
平
成

年
度
管
理
セ
ン
タ


警
備
業
務
委
託
一
式

不
調

︵
３
月
２
日
︶

▽
国
道
１
号
大
江
地
区
物
件

調
査
等
業
務

３
８
４
万

国
土
開
発
セ
ン
タ


▽
国
道
１
号
大
江
地
区
用
地

測
量
等
業
務

１
８
９
万

内
外
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

︵
１
月

日
︶

▽
平
成

年
度
神
戸
空
港
発

電
設
備
精
密
保
守
︵
神
戸

空
港
出
張
所
︶

１
６
０
万
　
新
潟
原
動
機


１
６
５
万
１
３
９
９
円

︵
１
月

日
︶

▽
大
阪
国
際
空
港
電
話
設
備

更
新
工
事
︵
大
阪
国
際
空

港
庁
舎
他
︶

６
６
７
万

　
扶
桑
電
通


１
６
２
５
万
０
３
２
５

円
　

１
４
６
２
万
５
２

９
２
円

︵
３
月
２
日
︶

▽
経

岬
︵

︶
給
水
施
設

新
設
等
土
木
工
事
︵
京
都

府
京
丹
後
市
︶

延
期
︵
３
月
７
日
︶

▽
舞
鶴
外
︵

︶
病
院
改
修

建
築
そ
の
他
工
事
︵
京
都

府
舞
鶴
市
他
︶

再
入
札
︵
３
月
７
日
︶

︵
２
月

日
︶

▽
１
１
１
号
建
物
６
号
柱
他

改
修
工
事

２
９
０
万
太
田
電
気
工
業

︵
２
月
９
日
︶

▽
川
上
ダ
ム
電
気
通
信
技
術

支
援
業
務
︵
三
重
県
伊
賀

市
阿
保
２
５
１
︶

不
調

︵
２
月

日
︶

▽
滋
賀
医
科
大
学
電
気
錠
シ

ス
テ
ム
更
新
工
事
︵
大
津

市
瀬
田
月
輪
町
︶

２
５
３
８
万
９
５
０
０
円

セ
コ
ム


２
７
６
７
万
　

２
３

２
４
万
２
０
４
２
円
︵
最

低
基
準
価
格
︶

︵
１
月

日
︶

▽
新
名
神
高
速
道
路
樟
葉
高

架
橋
橋
梁
設
計
検
討
業
務

︵
枚
方
市
西
船
橋
︶

７
０
０
０
万

中
央
復
建
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
８
０
４
４
万
︵
契
約
制

限
価
格
︶
　

６
０
３
３

︻
３
月

日
申
込
締
切

４

月

日
開
札

簡
易
公
募
型

競
争
入
札
・
電
子
︼

▽
大
野
油
坂
道
路
下
庄
地
区

他
道
路
予
備
設
計
等
業

務❶
土
木
関
係
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト

単
体
ま
た
は

設
計
Ｊ
Ｖ
│
な
ど
②
２
０

１
７
年
３
月

日
③
総
合

評
価
方
式

▽
大
野
油
坂
道
路
下
麻
生
嶋

地
区
他
道
路
予
備
設
計
等

業
務

❶
土
木
関
係
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト

単
体
ま
た
は

設
計
Ｊ
Ｖ
│
な
ど
②
２
０

１
７
年
３
月

日
③
総
合

評
価
方
式

▽
大
野
油
坂
道
路
下
唯
野
地

区
他
道
路
予
備
設
計
等
業

務❶
土
木
関
係
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト

単
体
ま
た
は

設
計
Ｊ
Ｖ
│
な
ど
②
２
０

１
７
年
３
月

日
③
総
合

評
価
方
式

︻
３
月
８
日
申
込
締
切

３

月

日
開
札

一
般
競
争
入

札
・
電
子
︼

▽
串
本
外
︵

︶
浄
化
槽
新

設
等
土
木
そ
の
他
工
事

︵
再
公
告
︶
︵
和
歌
山
県

串
本
町
他
︶

❶
土
木
Ａ
Ｂ
総
合
審
査

数
値
が
８
３
０
点
以
上


施
工
実
績
あ
り
│
な
ど
②

２
０
１
７
年
２
月

日
③

施
工
体
制
確
認
型
総
合
評

価
落
札
方
式
︵
施
工
能
力

評
価
型
︶

▽
青
野
原
︵

︶
宿
舎
整
備

土
木
調
査
検
討
業
務
︵
再

公
告
︶

❶
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
等
︵
土
木
Ａ
︶


業
務
実
績
あ
り
│
な
ど
②

２
０
１
６
年
５
月

日
③

総
合
評
価
落
札
方
式

︻
３
月

日
入
札
書
受
付
締

切

３
月

日
開
札

一
般

競
争
入
札
︼

▽
ア
ン
ギ
オ
室
２
改
修
工
事

︵
和
歌
山
市
木
ノ
本

│

１
︶

❶
建
築

施
工
実
績
あ
り

│
な
ど
②
２
０
１
６
年
５

月
６
日

︻
３
月

日
申
込
締
切

３

月

日
開
札

一
般
競
争
入

札
︼

▽
生
命
シ
ス
テ
ム
研
究
棟
の

電
気
保
安
管
理
業
務
一
式

❶
役
務
の
提
供
等
Ａ


Ｄ

そ
の
他
要
件
あ
り
②

２
０
１
８
年
３
月

日

︻
３
月

日
申
込
締
切

４

月

日
開
札

簡
易
公
募
型

競
争
入
札
方
式
に
準
じ
た
手

続
・
電
子
︼

▽
国
文
都
市
地
区
西
部
工
区

Ｆ

│
２
街
区
外
画
地
確

定
︵
杭
打
ち
︶
そ
の
他
測

量
︵
箕
面
市
彩
都
粟
生
南

４
│
３
他
︶

❶
測
量

業
務
実
績
あ
り

│
な
ど
②
２
０
１
６
年
９

月

日

︻
３
月

日
入
札
書
受
付
締

切

３
月

日
開
札

一
般

競
争
入
札
︼

▽
院
内
警
備
業
務
・
駐
車
場

管
理
業
務
委
託

❶
役
務
の
提
供
Ａ

Ｃ


そ
の
他
要
件
あ
り
②
２
０

１
９
年
３
月

日

︻
３
月

日
申
込
締
切

４

月
４
日
開
札

一
般
競
争
入

札
・
電
子
︼

▽
日
吉
ダ
ム
河
川
水
辺
の
国

勢
調
査
業
務︵
鳥
類
調
査
︶

︵
京
都
府
南
丹
市
日
吉
町

天
若
他
︶

❶
土
木
関
係
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト

業
務
実
績
あ

り
│
な
ど
②
２
０
１
７
年

３
月

日
③
総
合
評
価
落

札
方
式

︻
３
月

日
申
込
締
切

３

月

日
開
札

一
般
競
争
入

札
︼

▽
京
都
大
学
原
子
炉
実
験
所

構
内
警
備
業
務

❶
役
務
の
提
供
等
Ａ


Ｃ

そ
の
他
要
件
あ
り
②

２
０
１
７
年
３
月

日

︻
３
月
９
日
申
込
締
切

３

月
下
旬
頃
見
積
合
わ
せ

一

般
競
争
入
札
︼

▽
大
阪
国
際
空
港
旅
客
タ


ミ
ナ
ル
ビ
ル
植
栽
管
理
業

務
︵
大
阪
国
際
空
港
旅
客

タ

ミ
ナ
ル
ビ
ル
︶

❶
新
関
西
国
際
空
港
取
引

希
望
に
登
録

業
務
実
績

あ
り

地
域
要
件
あ
り
│

な
ど
②
２
０
１
７
年
３
月


日



　

●
大
阪
市
港
湾
局

　
　

　

●
大
阪
市
契
約
管
財
局
　

　

●
吹
田
市
契
約
検
査
室
　

　

★
吹
田
市
契
約
検
査
室
　

　

★
兵
庫
県
西
宮
土
木
　
　

　

★
兵
庫
県
契
約
管
理
課
　

　

●
箕
面
市
契
約
検
査
室
　

　

●
大
阪
狭
山
市
下
水
道
　

　

グ
ル

プ

　
　

　

●
貝
塚
市
契
約
検
査
課
　

　

●
島
本
町

　
　

　

●
兵
庫
県
西
宮
土
木
　
　

　

●
兵
庫
県
阪
神
南
県
民
　

　

セ
ン
タ


　
　

　

●
兵
庫
県
住
宅
供
給
公
　

　

社

　
　

　

●
兵
庫
県
契
約
管
理
課
　

　

●
神
戸
市
行
財
政
局
　
　

　

●
川
西
市
契
約
課

　
　

　

●
西
日
本
高
速
道
路
新
　

　

名
神
大
津

　
　

　

●
阪
神
高
速
道
路
大
阪
　

　

管
理
局

　
　

　

●
大
阪
府
契
約
局

　
　

　

●
大
阪
市
交
通
局

　
　

承ります!!承ります!!
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万
︵
価
格
評
価
基
準
額
︶

︵
１
月

日
︶

▽
関
西
支
社
兵
庫
地
区
ハ
イ

ウ

イ
ラ
ジ
オ
設
備
工
事

︵
兵
庫
県
川
西
市
平
野
・

川
西
ト
ン
ネ
ル

神
戸
市

北
区
道
場
町
・
道
場
ト
ン

ネ
ル
他
︶

４
億
８
０
０
０
万

Ｎ
Ｅ
Ｃ
ネ

ツ
エ
ス
ア
イ


５
億
６
３
６
１
万
︵
契

約
制
限
価
格
︶
　

４
億

８
０
０
０
万
︵
価
格
評
価

基
準
額
︶
　

５
億
０
６

７
７
万
８
９
５
７
円
︵
低

入
札
基
準
価
格
︶

︵
２
月

日
︶

▽
近
畿
自
動
車
道
阪
奈
高
速

道
路
事
務
所
管
内
は
く
落

防
止
対
策
工
事
︵
大
阪
市

平
野
区
長
吉
長
原
東

松

原
市
大
堀
・
近
畿
自
動
車

道
他
︶

３
億
０
５
２
０
万上

都
建
設


３
億
５
７
１
０
万
︵
契

約
参
考
価
格
︶
　

２
億

９
８
３
７
万
２
３
４
２
円


３
億
１
２
８
５
万
３
９

３
３
円
︵
低
入
札
基
準
価

格
︶

︵
３
月
３
日
︶

▽
平
成

年
度
港
湾
局
所
管

道
路
補
修
に
か
か
る
警
備

業
務
委
託
︵
そ
の
２
︶

︵
此
花
区
他
︶

７
４
万
４
７
５
０
円
︵
審

査
順
位
１
位
︶

三
興
警
備
サ

ビ
ス

︵
３
月
１
日
︶

▽
柴
島
浄
水
場
第
１
配
水
ポ

ン
プ
場
低
圧
配
電
設
備
改

良
工
事
︵
東
淀
川
区
︶

１
億
３
９
２
０
万
︵
審
査

順
位
１
位
︶
　
荏
原
電
産


１
億
５
６
５
１
万
９
千

▽
城
東
配
水
場
保
安
用
自
家

発
電
設
備
改
良
工
事
︵
鶴

見
区
︶

５
２
６
０
万
︵
審
査
順
位

１
位
︶

　
三
宅
電
気


５
３
０
３
万
５
千

︵
３
月
２
日
︶

▽
︵
仮
称
︶
南
部
児
童
相
談

所
内
部
改
修
電
気
設
備
工

事
︵
平
野
区
︶

２
２
４
８
万
︵
審
査
順
位

１
位
︶
盛
永
電
気
工
業
所


２
５
５
９
万
５
千

▽
大
桐
小
学
校
増
築
そ
の
他

機
械
設
備
工
事
︵
東
淀
川

区
︶

３
７
１
２
万
︵
審
査
順
位

１
位
︶
　
エ
ヌ
ケ
イ
ケ
イ


４
２
０
３
万
６
千

▽
︵
仮
称
︶
南
部
児
童
相
談

所
内
部
改
修
機
械
設
備
工

事
︵
平
野
区
︶

２
９
９
５
万
︵
審
査
順
位

１
位
︶

　
勝
設
備


３
３
２
４
万
８
千

▽
︵
仮
称
︶
南
部
児
童
相
談

所
内
部
改
修
情
報
通
信
設

備
工
事
︵
平
野
区
︶

８
７
８
万
４
千
︵
審
査
順

位
１
位
︶
大
日
通
信
工
業


９
９
３
万
１
千

▽
城
東
消
防
署
建
設
に
伴
う

通
信
設
備
工
事︵
城
東
区
︶

３
９
０
万
３
千
︵
審
査
順

位
１
位
︶

協
和
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ズ


４
３
８
万
５
千

▽
平
成

年
度
人
力
除
草
・

清
掃
業
務
委
託

中
央
環

状
線
外
７

所

︵
概
算

契
約
︶
︵
鶴
見
区
他
４
区

内
︶

１
１
５
９
万
４
千
︵
審
査

順
位
１
位
︶

　
松
槙
園

︵
３
月
３
日
︶

▽
平
成

年
度
豊
里
営
業
所

外

か
所
電
気
設
備
保
安

管
理
業
務
委
託
︵
東
淀
川

区
豊
里
２
│

│

他
︶

７
４
０
万
︵
審
査
順
位
１

位
︶

電
研
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

▽
平
成

年
度
柴
島
浄
水
場

外

か
所
空
調
設
備
保
守

点
検
業
務
委
託
︵
東
淀
川

区
柴
島
１
│
３
│

他
︶

１
２
８
５
万
︵
審
査
順
位

１
位
︶城

陽
ダ
イ
キ
ン
空
調

▽
平
成

年
度
大
阪
市
立
弘

済
院
通
信
設
備
保
守
点
検

業
務
委
託︵
市
立
弘
済
院
︶

１
５
９
万
︵
審
査
順
位
１

位
︶

　
日
新
電
設

▽
平
成

年
度
豊
里
営
業
所

外

か
所
電
話
交
換
機
設

備
保
守
点
検
業
務
委
託

︵
東
淀
川
区
豊
里
２
│


│

他
︶

２
５
８
万
︵
審
査
順
位
１

位
︶
　
日
立
シ
ス
テ
ム
ズ

▽
平
成

年
度
大
阪
市
立
弘

済
院
警
備
業
務
委
託
︵
市

立
弘
済
院
︶

１
９
６
９
万
３
千
︵
審
査

順
位
１
位
︶ル


ト
・
ワ
ン

▽
平
成

年
度
東
淀
川
区
に

お
け
る
夜
間
の
青
色
防
犯

パ
ト
ロ

ル
業
務
委
託

︵
東
淀
川
区
内
︶

２
５
３
万
２
千
︵
審
査
順

位
１
位
︶

ジ

ス
テ

ス
・
サ
ポ


ト
▽
平
成

年
度
市
内
給
水
栓

水
水
質
遠
隔
監
視
測
定
装

置
等
維
持
管
理
業
務
委
託

︵
住
之
江
区
南
港
中
６
│

２
│

他
︶

１
５
４
０
万
︵
審
査
順
位

１
位
︶

大
阪
水
道
総
合
サ

ビ
ス

▽
平
成

年
度
柴
島
浄
水
場

外

か
所
天
井
ク
レ

ン

定
期
自
主
検
査
及
び
性
能

検
査
業
務
委
託
︵
東
淀
川

区
柴
島
１
│
３
│

他
︶

１
４
５
０
万
︵
審
査
順
位

１
位
︶昭

和
起
重
機
製
作
所

▽
平
成

年
度
公
共
事
業
建

設
資
材
価
格
調
査
等
業
務

委
託

２
６
０
０
万
︵
審
査
順
位

１
位
︶

太
洋
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

︵
３
月
１
日
︶

▽
大
阪
府
吹
田
警
察
署
千
里

山
交
番
新
設
工
事
︵
電
気

設
備
工
事
︶
︵
千
里
山
霧

が
丘
５
│

の
一
部
他
︶

４
０
９
万

　
前
野
電
気


４
６
２
万
５
千
　

４

０
９
万

▽
大
阪
府
吹
田
警
察
署
千
里

山
交
番
新
設
工
事
︵
機
械

設
備
工
事
︶
︵
千
里
山
霧

が
丘
５
│

の
一
部
他
︶

４
２
０
万
長
岡
設
備
工
業


４
２
３
万
９
千
　

３

７
９
万

︻
３
月
８
日
開
札
︼

▽
指
名
競
争
入
札
・
吹
田
市

立
総
合
福
祉
会
館
消
防
設

備
改
修
工
事
︵
出
口
町


│
２
︶

伊
吹
金
属
工
業
　
上
杉
工

業
　
江
坂
設
備
工
業
　
末

弘
商
会
　
関
根
水
道
工
業

所
　
大
設
産
業
　
長
岡
設

備
工
業
　
西
日
本
空
調
管

理
７
９
万
５
千
　

７
１

万
▽
指
名
競
争
入
札
・
吹
田
市

立
佐
井
寺
小
学
校
１
棟
ト

イ
レ
ブ

ス
改
修
工
事

︵
佐
井
寺
３
│
３
│
１
︶

あ
さ
ひ
コ

ポ
レ

シ


ン
　
エ

コ

建
設
　
鴨

建
興
業
　
管
工
サ
ポ

ト

吉
丸
建
設
工
業
　
倉
岡
工

務
店
　
寿
功
建
設
　
吉
野

建
設


３
２
２
万
２
千
　

２

８
９
万

▽
指
名
競
争
入
札
・
吹
田
市

立
南
山
田
小
学
校
職
員
ト

イ
レ
ブ

ス
ほ
か
改
修
工

事
︵
千
里
丘
西
９
│
１
︶

エ
フ
ワ
イ
土
木
　
大
畑
工

務
店
　
奥
山
工
務
店
　
コ

ウ
シ
ン
建
設
　
小
山
組
　

ス
ペ

ス
　
田
端
亮
商
事

ナ
カ
イ
建
設


１
８
５
万
７
千
　

１

６
７
万

︻
３
月

日
開
札
︼

▽
西
宮
豊
中
線
現
場
技
術
業

務
委
託
︵
Ｓ
Ｆ
Ｃ
道
路
区

域
図
面
作
成
︶

▽
尼
崎
宝
塚
線
︵
大
浜
︶
現

場
技
術
業
務
委
託

▽
武
庫
川
流
域
下
水
道
他
現

場
技
術
業
務
委
託

▽
尼
崎
宝
塚
線
︵
武
庫
︶
現

場
技
術
業
務
委
託

︻
３
月

日
開
札
︼

▽
県
立
西
宮
南
高
等
学
校
外

２
施
設
太
陽
光
発
電
設
備

工
事
に
係
る
実
施
設
計

▽
県
立
相
生
産
業
高
等
学

校
外
３
施
設
太
陽
光
発
電

設
備
工
事
に
係
る
実
施
設

計
▽
県
立
北
須
磨
高
等
学
校
外

２
施
設
太
陽
光
発
電
設
備

工
事
に
係
る
実
施
設
計

︻
３
月

日
開
札
︼

▽
龍
野
集
合
庁
舎
本
館
棟
外

耐
震
補
強
そ
の
他
昇
降
機

設
備
工
事

︵
２
月
５
日
︶

▽
消
防
本
部
︵
署
︶
・
西
分

署
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改
修
工
事

︵
箕
面
他
︶

４
６
０
万

　
箕
面
電
設


４
８
５
万
５
千

︵
２
月

日
︶

▽
止
々
呂
美
第
１
汚
水
幹
線

実
施
設
計
委
託
︵
下
止
々

呂
美
︶

７
４
０
万

平
和
測
量
設
計


８
３
１
万
２
千

▽
市
民
の
森
遊
歩
道
補
修
工

事
︵
箕
面
︶

不
調

︵
２
月

日
︶

▽
大
阪
狭
山
市
下
水
道
管
路

施
設
包
括
的
維
持
管
理
業

務
︵
市
内
全
域
︶

特
定︵
優
先
交
渉
事
業
者
︶

積
水
化
学
・
管
清
工
業
・

清
流
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
藤

野
興
業
・
ア
ス
コ
・
都
市

技
術
セ
ン
タ

Ｊ
Ｖ


２
億
１
４
２
１
万
６
９

２
０
円
︵
契
約
上
限
額
・

税
込
︶

︵
２
月
１
日
︶

▽
箱
谷
川
河
川
護
岸
改
修
工

事
︵
蕎
原
︶

２
４
６
万
８
千
︵
随
︶

晃
和
土
木
興
業


２
７
４
万
３
千

︵
２
月
２
日
︶

▽
ほ
の
字
の
里
地
下
タ
ン
ク

埋
設
配
管
改
修
工
事
︵
蕎

原
︶

３
３
９
万
︵
随
︶

鶴
亀
温
水
器
工
業


３
３
９
万︵

２
月

日
︶

▽
市
道
休
場
橋
上
新
田
線
支

線
道
路
改
良
工
事︵
橋
本
︶

４
０
２
万
︵
随
︶西

海
産
業


４
６
１
万
２
千

︵
２
月

日
︶

▽
町
道
東
大
寺
水
無
瀬
鶴
ケ

池
幹
線
外
８
路
線
路
面
標

示
補
修
工
事
︵
桜
井
２
丁

目
他
︶

２
３
３
万

　
下
村
建
設


３
０
７
万
　

２
３
３

万

︵
３
月
２
日
︶

▽
尼
崎
西
宮
芦
屋
港
海
岸
東

海
岸
町
東
堤
防
︵
１
︶
耐

震
補
強
実
施
設
計
業
務

︵
尼
崎
市
東
海
岸
町
︶

１
４
４
７
万
３
千

パ
シ
フ


ク
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ

▽
尼
崎
西
宮
芦
屋
港
公
有
水

面
埋
立
免
許
変
更
・
竣
功

図
書
作
成
業
務
︵
尼
崎
市

東
海
岸
町
︶

１
４
０
４
万

日
本
港
湾
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト

︵
２
月

日
︶

▽
尼
崎
宝
塚
線
︵
武
庫
︶
第

２
工
区
東
街
路
築
造
工
事

︵
尼
崎
市
武
庫
の
里
︶

４
６
０
４
万苅

田
建
設
工
業

︵
３
月
２
日
︶

▽
県
営
姫
路
吉
田
鉄
筋
住
宅

新
型
改
修
工
事
︵
姫
路
市

吉
田
町

│
１
他
︶

１
億
３
４
６
０
万
︵
落
札

候
補
者
︶

　
中
一
建
設

︵
２
月

日
︶

▽
県
立
東
播
工
業
高
等
学
校

第
２
期
耐
震
補
強
そ
の
他

工
事
︵
加
古
川
市
東
神
吉

町
神
吉
１
７
４
８
│
１
︶

２
億
０
９
１
０
万
立
建
設

︵
３
月
２
日
︶

▽
湊
翔
楠
中
学
校
体
育
倉
庫

増
築
他
工
事
︵
中
央
区
楠

町
４
│
２
│
５
︶

１
９
７
２
万

リ
フ


ム
ト
ウ
ラ


２
１
９
９
万

▽
東
垂
水
ポ
ン
プ
場
入
水
制

御
盤
他
更
新
工
事
︵
垂
水

区
青
山
台
１
│

│
１
︶

３
３
７
５
万
　
大
阪
機
電


３
６
２
５
万

▽
番
町
住
宅

号
棟
エ
レ
ベ


タ

改
修
工
事
︵
長
田

区
五
番
町
５
│
１
︶

３
４
８
０
万
フ
ジ
テ

ク


３
８
２
５
万

▽
中
突
堤
地
区
内
１
号
雨
水

幹
線
築
造
工
事︵
そ
の
２
︶

︵
中
央
区
栄
町
通
４
丁
目


海
岸
通
４
丁
目
︶

６
６
２
５
万
　
安
西
工
業

▽
葺
合
南

号
線
改
良
工
事

︵
中
央
区
磯
上
通
７
・
８

丁
目
他
︶

７
７
７
０
万

久
保
田
建
設

▽
鈴
蘭
台
北
町
５
丁
目
地
区

他
汚
水
管
改
良
工
事
︵
北

区
鈴
蘭
台
北
町
５
丁
目

他
︶

１
億
１
４
８
２
万
２
千

兵
庫
技
研

▽
東
部
地
区
雨
水
幹
枝
線
改

良
︵
前
期
︶
設
計
単
価
契

約１
６
２
９
万
３
７
０
０
円

︵
単
契
︶

日
本
技
術
サ

ビ
ス

▽
千
苅
貯
水
池
管
理
シ
ス
テ

ム
更
新
工
事
︵
北
区
道
場

町
生
野
７
８
０
他
︶

不
調


３
５
１
０
万

▽
西
部
処
理
場
北
系
水
処
理

施
設
築
造
工
事
︵
土
木
︶

︵
長
田
区
南
駒
栄
町
︶

保
留

▽
平
成

年
農
業
用
施
設
災

害
復
旧
工
事
そ
の
２
︵
北

区
大
沢
町
神
付
他
︶

中
止

▽
新
在
家
ポ
ン
プ
場
真
空
ポ

ン
プ
設
備
更
新
工
事
︵
灘

区
新
在
家
南
町
４
︶

４
９
７
万

神
鋼
環
境
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

▽
湊
翔
楠
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
音
響
設
備
設
置
工
事

︵
中
央
区
楠
町
４
│
２
│

４
︶

８
４
９
万
６
千

太
昭
電
設

▽
西︵
井
吹
台
西
町
７
丁
目
︶

配
水
管
新
設
工
事
そ
の
２

︵
西
区
井
吹
台
西
町
７
︶

１
２
１
９
万
１
千

井
上
建
設
工
業

︵
２
月

日
︶

▽
公
園
管
理
事
務
所
移
転
整

備
工
事
︵
け
や
き
坂
４
丁

目
︶

２
９
６
０
万
　
ト

タ
ル


２
９
６
３
万
　

２
５

６
７
万
８
１
９
８
円

▽
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴

う
整
地
工
事
︵

│
１
工

区
︶
︵
火
打
１
丁
目
他
︶

２
６
２
０
万
　
大
興
建
設


２
６
７
９
万
５
千
　


２
２
３
９
万
９
２
５
０
円

▽
黒
川
災
害
復
旧
工
事
︵
そ

の
１
︶
︵
黒
川
︶

７
４
２
万
４
５
０
０
円

北
摂
道
路


９
２
３
万
３
千
　

７

４
２
万
０
２
５
０
円

︵
１
月

日
︶

▽
新
名
神
高
速
道
路
吉
祥
寺

川
橋
第
二
次
詳
細
構
造
物

基
礎
調
査
︵
大
津
市
上
田

上
中
野
町

上
田
上
新
免

町
︶

９
６
０
万

　
川
崎
地
質


１
２
４
１
万
︵
契
約
制

限
価
格
︶
　

９
６
７
万

０
１
６
１
円
︵
価
格
評
価

基
準
額
︶

▽
新
名
神
高
速
道
路
中
野
地

区
本
線
内
工
事
用
道
路
設

計
︵
大
津
市
上
田
上
牧
町


上
田
上
新
免
町
︶

１
７
９
０
万

中
日
本
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト


２
２
１
１
万
︵
契
約
制

限
価
格
︶
　

１
６
５
８

万
２
５
０
０
円
︵
価
格
評

価
基
準
額
︶

︵
２
月

日
・
契
約
︶

▽
新
名
神
高
速
道
路
大
津
事

務
所
管
内
切
土
の
り
面
施

工
計
画
検
討
︵
大
津
市
上

田
上
牧
町

大
石
小
田
原

町
︶

１
２
０
０
万

中
央
復
建
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
１
２
１
０
万
︵
契
約
制

限
価
格
︶

︵
２
月

日
・
契
約
︶

▽
Ｒ
Ｃ
床
版
の
補
強
縦
桁
設

計
手
法
照
査
業
務
︵

│

大
管
︶

１
４
７
０
万
︵
随
︶

阪
神
高
速
技
研

︵
２
月

日
・
契
約
︶

▽
固
定
資
産
管
理
業
務
︵
平

成

年
度
︶

８
６
２
０
万
︵
随
︶

阪
神
高
速
技
研

︵
２
月

日
︶

▽
大
阪
府
動
物
愛
護
管
理
セ

ン
タ

︵
仮
称
︶
新
築
電

気
設
備
工
事
︵
羽
曳
野
市

尺
度
他
︶

２
億
１
０
０
０
万

日
本
フ

シ
リ
オ


２
億
５
４
５
７
万
７
千


２
億
０
２
５
６
万
１
千

︵
失
格
基
準
価
格
︶
　


２
億
２
７
０
３
万

︵
２
月

日
︶

▽
一
般
国
道
４
２
３
号
︵
止

々
呂
美
吉
川
線
︶
直
結
Ｇ

ラ
ン
プ
橋
梁
上
部
工
事

︵
箕
面
市
下
止
々
呂
美
︶

１
億
５
７
９
５
万宇

野
重
工


１
億
８
１
３
２
万
７
千


１
億
５
７
８
８
万
４
千

▽
一
級
河
川
木
津
川
渡
船
場

復
旧
工
事
︵
千
本
松
大
橋

下
流
︶
︵
大
阪
市
西
成
区

南
津
守
５
丁
目
︶

１
億
３
１
５
０
万

日
宝
建
設
工
業


１
億
５
０
８
２
万
４
千


１
億
３
１
４
６
万
２
千

︵
２
月

日
︶

▽
一
級
河
川
木
津
川
防
潮
堤

耐
震
対
策
詳
細
設
計
委
託

︵
旧
津
守
水
門
上
流
左

岸
︶
︵
大
阪
市
西
成
区
津

守
２
丁
目
︶

６
５
５
万
４
千

日
建
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
８
９
０
万
７
千
　

６

５
５
万
２
千︵

２
月

日
︶

▽
大
和
川
下
流
流
域
下
水
道

狭
山
水
み
ら
い
セ
ン
タ


場
内
整
備
工
事
︵
Ｈ

│

１
︶
︵
大
阪
狭
山
市
東
池

尻
６
丁
目
︶

１
１
７
８
万
　
中
野
建
設


１
３
７
３
万
　

１
１

７
７
万

︵
３
月
３
日
︶

▽
大
阪
府
営
原
山
台
５
丁
住

宅
第
１
期
エ
レ
ベ

タ


棟
増
築
工
事
︵
堺
市
南
区

原
山
台
５
丁
︶

再
入
札

︵
３
月
３
日
︶

▽
大
阪
市
交
通
局
各
事
業
所

自
家
用
電
気
工
作
物
等
保

安
点
検
業
務
委
託

１
３
１
３
万
︵
審
査
順
位

１
位
︶関

西
電
気
保
安
協
会

▽
大
阪
市
交
通
局
各
事
業
所

視
覚
障
が
い
者
用
誘
導
ブ

ロ

ク
等
保
守
業
務
委
託

︵
概
算
契
約
︶

５
４
０
万
︵
審
査
順
位
１

位
︶

　
永
興
建
設

▽
大
阪
市
交
通
局
建
築
設
備

保
守
点
検
業
務
委
託

１
億
２
５
０
０
万
︵
審
査

順
位
１
位
︶
　
平
和
興
業



コ
ム
シ
ス
Ｈ
Ｄ

東
京
鋪
装
工
業
を

完
全
子
会
社
化

■奈良市■

■岸和田市■

各
自
治
体
の

年
度
当
初
予
算
案︵
主
要
事
業
︶　
単
位
・
千
円

（６）第三種郵便物認可 年（平成年）３月４日＜金曜日＞

■
２
０
１
５
年
度
　
第

回
大
阪
市
建
築
審
査
会
　
３
月
８
日
／

大
阪
市
都
市
計
画
局

　
議
題
は

建
築
基
準
法
に
基
づ
く
特
例
許
可
に
か
か
る
個
別
同

意
案
件
の
審
議
ほ
か

時
間
は
午
前

時
か
ら

場
所
は
市
役
所

地
下
１
階
︵
大
阪
市
北
区
︶

傍
聴
定
員

人
︵
先
着
順
︶


■
第
４
回
堺
市
緑
の
政
策
審
議
会
部
会
　
３
月

日
／
堺
市

　
議
題
は

堺
市
都
市
計
画
公
園
見
直
し
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定

に
つ
い
て

時
間
は
午
後
３
時

分
か
ら

場
所
は
堺
市
役
所
本

館
地
下
１
階
多
目
的
室

傍
聴
定
員
５
人
︵
先
着
順
︶

希
望
者

は
当
日

会
場
で
受
け
付
け
る

問
い
合
わ
せ
先
は
公
園
緑
地
整

備
課
　
電
話
０
７
２
︵
２
２
８
︶
７
４
２
４


■
第
３
回
堺
市
南
海
高
野
線
連
続
立
体
交
差
事
業
鉄
道
構
造
形
式

検
討
委
員
会
　
３
月

日
／
堺
市

　
議
題
は

南
ラ
イ
ン
の
地
質
分
析
状
況
他

時
間
は
午
後
３
時

か
ら

場
所
は
堺
市
役
所
本
館
地
下
１
階
多
目
的
室

傍
聴
定
員


人
︵
先
着
順
︶

希
望
者
は
当
日

会
場
で
受
け
付
け
る

問

い
合
わ
せ
先
は
連
続
立
体
推
進
課
　
電
話
０
７
２
︵
２
２
８
︶
７

５
７
３


■
第
３
回
岸
和
田
市
環
境
審
議
会
　
３
月

日
／
岸
和
田
市

　
議
題
は
環
境
施
策
に
つ
い
て
な
ど
時
間
は
午
後
２
時
か
ら


場
所
は
市
役
所
職
員
会
館
２
階
大
会
議
室

傍
聴
定
員

人
︵
先

着
順
︶

希
望
者
は
当
日

会
場
で
受
け
付
け
る

問
い
合
わ
せ

先
は
環
境
保
全
課
　
電
話
０
７
２
︵
４
２
３
︶
９
４
６
３


■
第

回
関
西
元
気
な
地
域
づ
く
り
発
表
会
　
３
月

日
／
﹁
関

西
元
気
宣
言
﹂
発
信
運
動
本
部
事
務
局

　
基
調
講
演
﹁
右
手
に
ス
コ

プ

左
手
に
缶
ビ

ル
が
活
動
の

原
動
力
﹂
︵
渡
辺
豊
博
都
留
文
科
大
学
教
授
︶

分
科
会

ポ
ス

タ

セ

シ

ン

時
間
は
午
後
１
時

５
時

分

会
場
は
大

阪
合
同
庁
舎
１
号
館
第
１
別
館
︵
大
阪
市
中
央
区
︶

問
い
合
わ

せ
先
は
近
畿
地
方
整
備
局
企
画
課
　
電
話
０
６
︵
６
９
４
２
︶
１

１
４
１


■
定
例
農
業
委
員
会
　
３
月

日
／
泉
佐
野
市

　
議
題
は

許
可
申
請
な
ど

時
間
は
午
後
２
時
か
ら

場
所
は

市
役
所
４
階
庁
議
室

傍
聴
定
員
若
干
名
︵
先
着
順
︶希
望
者
は

当
日

会
場
で
受
け
付
け
る

問
い
合
わ
せ
先
は
農
業
委
員
会
　

電
話
０
７
２
︵
４
６
３
︶
１
２
１
２


　
コ
ム
シ
ス
ホ

ル
デ

ン

グ
ス︵
東
京
都
品
川
区
︶は


東
京
鋪
装
工
業
︵
東
京
都
千

代
田
区
︶の
株
式
を
取
得
し


４
月
１
日
付
で
完
全
子
会
社

化
す
る


　
主
要
子
会
社
の
日
本
コ
ム

シ
ス︵
東
京
都
品
川
区
︶は


通
信
事
業
者
の
通
信
イ
ン
フ

ラ
ネ

ト
ワ

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【総務費関係】
▷地域コミュニティ再生＝
，
・防犯カメラ設置（新規）
▷地域集会所建設補助＝，

・集会所３カ所
▷文化振興施設整備＝，

・ならまちセンターほか
▷地域公共交通バリア解消
促進＝，
・近鉄菖蒲池駅南口エレベ
ーター設置、近鉄高の原駅
付帯設備整備など
▷リニア新駅誘致推進＝
，
▷再生可能エネルギーの導
入促進＝，
・住宅用太陽光発電設置プ
ランの公募、市有施設の屋
根貸し太陽光発電、再生可
能エネルギー設備導入（新
規～なら年会館、北部
会館、針テラス情報館）
▷地籍調査の推進（月ケ瀬、
都祁）＝，
・地籍調査測量など
▷施設整備＝，
・鴻ノ池陸上競技場整備、
中央体育館トイレ改修
【民生費】
▷老人福祉施設整備＝，

・小規模多機能型居宅介護
施設整備費など（２カ所）
・東福祉センター駐車場整
備
▷障害者福祉施設整備＝
，
▷待機児童の解消＝，

・民間保育所施設整備補助
など
▷児童福祉施設整備＝，

・都祁バンビホーム増築
（新規）、あやめ池バンビ
ホーム改築（〃）、二名バ
ンビホーム増築、保育所施
設整備（〃）
▷認定こども園施設整備＝
，
【衛生費関係】
▷総合医療検査センター外
壁改修＝，
▷新斎苑建設調査＝，
・アドバイザリー業務委託
（債務負担限度額万
円、～年度）
▷クリーンセンター建設計
画・調査＝，
・環境影響評価、測量地質
調査
▷ごみ・再生資源処理施設
整備＝，，
・粗大ごみ処理施設整備、
南部埋立処分地整備南部土
地改良清美事業第２工区
（東谷地区、継続費既設設
定分～年度６億万
円、年度８億万円）、
積徳橋耐震補強・長寿命化
工事（新規）など
【農林水産業費関係】
▷ほ場整備事業＝，
・北村町計画策定（新規）
▷市単独土地改良＝，
・排水路整備など
▷ため池防災対策等推進事
業＝，

・ため池堤体調査、点検な
ど
▷農業用水利施設診断事業
＝，
・井堰診断調査
▷農業用河川工作物応急対
策事業＝，
・実施設計
▷大和高原国営農用地開発
事業＝，
▷森林保全対策＝，
・維持補修
【観光費関係】
▷施設整備＝，
・鹿苑整備負担金、月ケ瀬
梅林植栽整備（新規）、針
テラス情報館整備など
【土木費関係】
▷道路橋梁新設改良＝，

・あやめ池１号踏切、西ノ
京六条線、西ノ京西南北線、
新県立奈良病院周辺市道整
備など
▷交通安全施設整備＝，

・通学路整備など
▷道路新設改良＝，
・路線
▷電線類美化＝，
・三条線ほか
▷舗装新設改良＝，
・３カ所
▷交通安全施設整備＝，

・歩道新設改良７カ所、防
護柵設置２カ所、カーブミ
ラー新設基、路面標示
カ所、通学路整備２カ所、
乗降場整備１カ所
▷道路橋梁維持修繕＝，

▷街路灯維持管理＝，

・基
▷街路灯ＬＥＤ化＝，

・１万基
▷地理情報システムデータ
更新など＝，
▷国庫補助事業＝，
・準用河川大門川改修
▷単独事業＝，
・改修河川、浸水対策９
河川（新規～西九条地区）
▷景観保全整備＝，
・都市景観形成地区建造物
保存整備費補助など
▷仮称・奈良ＩＣ周辺まち
づくり計画策定＝
▷ＪＲ関西本線高架化事業
＝，
▷バリアフリー推進事業＝

▷既存木造住宅等耐震化事
業＝，
・特定建築物等耐震診断助
成など
▷まちづくり基本構想策定
＝，
・奈良公園周辺、八木、大
安寺周辺、大和西大寺駅周
辺
▷国庫補助事業＝，
・大和中央道（敷島工区）、
三条線（三条工区、六条奈
良線（債務負担限度額億
円、～年度）、二条線、
油阪佐保山線
▷単独事業＝，
・大和中央道（敷島工区）
ほか７路線
▷単独事業＝，
・公園

▷公園維持管理＝，
▷緑化整備＝，
・街路樹まびき整備（新規）
など
▷西大寺駅北地区駅前整備
＝，
・駅前広場整備、西大寺駅
自由通路整備および駅舎補
償（債務負担限度額億５
万円、～年度）
▷施設整備＝，
・住宅の外壁改修など
▷空き家住宅修繕＝，
▷空き家対策＝，
・特定空家等除却費補助、
行政代執行（新規）
▷情報システム最適化＝，

・住宅管理システム導入
（債務負担限度額万
円、～年度）
【消防費関係】
▷消防施設整備等充実＝
，
・ポンプ格納庫整備１カ
所、消火栓整備など
【教育費関係】
▷建物・施設＝，，
・明治小学校校舎改築Ⅱ
期、月ケ瀬小学校校舎建設
（新規）、月ケ瀬中学校校
舎改修（〃）、都祁小学校
校舎建設（〃）、三笠中学
校校舎改築など
▷施設整備＝，
▷文化財整備事業＝，

・史跡大安寺旧境内保存用
地取得、整備など
▷埋蔵文化財等発掘調査＝
，
【土地区画整理事業特別会
計】
▷西大寺駅南地区土地区画
整理事業（補助）＝，

・整地工、区画道路工、発
掘調査、西大寺駅自由通路
整備および駅舎補償（債務
負担限度額億万円、
～年度）
▷西大寺駅南地区土地区画
整理事業（単独）＝，

・上下水道工事など
▷ＪＲ奈良駅南地区土地区
画整理事業（補助）＝，

・雨水管敷設など
▷ＪＲ奈良駅南地区土地区
画整理事業（単独）＝，

【下水道事業会計】
▷建設改良＝，
▷管渠改良＝，
▷処理場建設改良＝，

▷流域下水道整備事業＝
，
【水道事業会計】
▷頼りになる水道＝，，

・口径㍉配水管（大渕
第２幹線）、布設工事（耐
震管）＝，，
・口径㍉送水管布設工
事＝，
▷配水管の更新整備、耐震
化＝，
▷緑ケ丘浄水場急速ろ過池
設備改良工事＝，
▷配水池耐震補強事業＝
，
▷耐震性貯水槽施設などの

点検委託、分解整備など＝
，
▷鉛給水管の解消＝，
▷漏水調査＝，
▷営業業務包括業務委託＝
，

▶＝新規
【生きがいを創造する】
▶岸和田城庭園（八陣の庭）
保存活用計画策定＝，
・岸和田城庭園（八陣の庭）
を核とした岸和田城跡の保
存活用計画を策定
【次世代を育てる】
▷チビッコホームの増設＝
，
・年４月の開設に向け
て新条第２チビッコホーム
を増設
▷保育所管理事業、民間保
育所施設整備支援事業、認
定こども園施設整備支援事
業＝，
・公立保育所の改修や、民
間保育所および認定こども
園の整備について助成
▶小学校空調化事業、中学
校空調化事業、幼稚園空調
化事業＝，
・小学校・中学校・幼稚園
全校（園）への空調設備導
入に関する整備手法調査を
実施
▶小学校増改築事業＝，

・光明小学校の増改築工事
を実施
▶天神山幼稚園の移設＝
，
・「幼小一貫校」の実施に
向けて、天神山幼稚園の天
神山小学校施設内への移転
に必要となる施設改修を実
施
▶教育センター整備事業＝
，
・現天神山幼稚園を改修
し、科学技術教育センター
および教育相談室の機能を
兼ね備えた教育センターを
整備
【暮らしの安全性・快適性
を高める】
▶市営上松住宅建替に伴う
設計業務＝，
・市営上松住宅の建て替え
工事に伴う設計を実施
▶空き家等対策計画推進事
業＝，
・空き家等対策計画策定の
ための空き家実態調査を行
い、空き家等台帳管理シス
テムを構築
▷丘陵地区農整備事業＝
，
・ほ場整備および集落道整
備などの工事および測量な
どを実施
▷丘陵地区整備にかかる上
水道施設整備＝，
・山直ポンプ場の施設整備
を行うとともに、丘陵地区
への給水に必要となる送水
管などの基幹施設を整備
▷春木駅周辺整備事業＝
，
・春木駅周辺道路の改良と
踏切拡幅工事など
▷消防庁舎整備事業＝，


・消防署岸城分署の建て替
え工事
▶土砂災害特別警戒区域内
家屋移転等助成事業＝，

・土砂災害特別区域内の危
険住宅の除却や危険住宅に
代わる住宅建設に対し補助
▶業務継続計画の策定＝，

・大規模災害などにより行
政機関が被災した場合の業
務の継続と早期復旧を図る
ための計画を策定
【海から山までをつなげ、
新しい価値と活力を創出】
▷丘陵地区整備事業＝，

・田園区域における拠点整
備を進めるため、丘陵地区
整備事業を推進
▷ＪＲ阪和線東岸和田駅付
近高架化事業＝，
・踏切渋滞を解消するた
め、ＪＲ阪和線東岸和田駅
付近の高架化を推進
▶東岸和田駅自転車等駐車
場整備事業＝，
・自転車等駐車場整備にか
かる基本計画および実施設
計を策定
▶市街地形成事業＝，
・春木駅周辺のまちづくり
基本構想策定にかかる調査
と久米田駅の東西アクセス
改善基本構想を策定
▶広域幹線計画事業＝，

・泉州山手線の整備促進を
図る沿道まちづくり構想の
策定など
▶企業立地促進事業＝，

・木材コンビナートの利活
用に向けた課題を分析する
ため、企業進出等意向調査
を実施
▷丘陵地区整備にかかる下
水道施設整備＝，
・管渠などの汚水処理施設
を整備
▷三世代同居近居住宅支援
事業＝，
・三世代が同居するための
住宅取得や住宅リフォーム
に対して、対象要件を拡大
し助成
▷新福祉総合センター整備
事業＝，，
▷斎場整備事業＝，
・老朽化した斎場建て替え
に備え、新施設の規模・配
置などの検討を実施
▶市営墓地整備事業＝，

・水洗便所の新設移転と隣
接地に身障者などへ配慮し
た駐車場を整備
▷住宅改造助成対象者の拡
大＝，
・住宅改造に対する助成を
身体障害者手帳３級所持者
（下肢、体幹機能障害）へ
拡大
▶岸和田市庁舎建設基金積
立事業＝，
・市役所庁舎の建設のた
め、基金を設置
▶岸和田競輪場再整備事業
＝，
・岸和田競輪場の再整備基
本構想の策定と再整備にか
かる最適な事業手法の検討
などを実施
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方
向
性

中建審基本
問 題 小 委

　　国交省　　

経営業務管理責任者の要件緩和

「執行役員等」も追加

住
友
建
機

次
期
社
長
に
下
村
氏

Ｓ
型

１
位
同
点
が

％

﹁
技
術
提
案
評
価
型
﹂改
善
へ

国
交
省

生
産
性
向
上
で

技
術
開
発
を
公
募

阪神高速の更新
事業が本格化一層の安全・安心を

佐
野
塗
装
な
ど
安
全
表
彰

登
録
受
付
を
開
始

タ
キ
ロ
ン
マ
テ

ク
ス

﹁
安
心
サ
ポ

ト
﹂

（７） 第三種郵便物認可年（平成年）３月４日＜金曜日＞

　
国
土
交
通
省
は

建
設
業
許
可
基
準

に
お
け
る
経
営
業
務
管
理
責
任
者
︵
経

管
︶の
要
件
を
緩
和
す
る
現
在
は
建
設

業
の
経
営
に
原
則
５
年
以
上
携
わ

た

経
験
が
あ
る
取
締
役
な
ど
の﹁
役
員
﹂を

置
く
こ
と
を
求
め
て
い
る
が

取
締
役

会
の
決
議
で
権
限
委
譲
を
受
け
た
﹁
執

行
役
員
等
﹂
も
経
管
と
す
る
こ
と
を
認

め
る

経
営
業
務
の
経
験
を
証
明
す
る

書
類
も

取
締
役
会
の
議
事
録
や
人
事

発
令
書
を
認
め
る
な
ど
簡
素
化
も
同
時

に
図
る
４
月
上
旬
に
施
行
す
る
予
定


　
要
件
緩
和
は

２
０
１
５

年
６
月
に
閣
議
決
定
し
た

規
制
改
革
実
行
計
画
で

年

度
中
に
措
置
す
る
と
さ
れ
た

も
の
で

２
日
か
ら
要
件
緩

和
を
図
る
た
め
の
建
設
業
許

可
基
準
や
建
設
業
許
可
事
務

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
正
案
に

つ
い
て
意
見
募
集
を
始
め

た


　
経
管
は
許
可
業
者
の
経
営

能
力
を
担
保
す
る
た
め
に
建

設
業
許
可
基
準
で
配
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る

具
体

的
に
は

建
設
業
許
可
の
対

象
業
種
で
経
営
業
務
に
責
任

が
あ
る
役
員
︵
業
務
を
執
行

す
る
社
員

取
締
役

執
行

役
な
ど
︶
と
し
て
５
年
以
上

の
経
験
が
あ
り

現
在
も
役

員
を
務
め
て
い
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る


　
た
だ

社
外
取
締
役
や
執

行
役
員
を
選
任
す
る
企
業
が

増
え
た
た
め

５
年
以
上
の

会
社
経
営
の
経
験
が
あ
る
役

員
を
配
置
す
る
こ
と
が
難
し

く

新
規
参
入
や
事
業
承
継

を
阻
害
す
る
恐
れ
が
あ
る
と

の
指
摘
が

兼
業
の
許
可
業

者
な
ど
か
ら
挙
が

て
い

た


　
こ
の
た
め

今
回
の
要
件

緩
和
で
は

取
締
役
会
の
決

議
を
経
て
権
限
委
譲
を
受
け

た
執
行
役
員
を
経
管
と
す
る

こ
と
を
追
加

執
行
役
員
と

し
て
の
地
位
を
確
認
す
る
書

類
と
し
て
会
社
の
組
織
図


内
規
・
定
款
・
就
業
規
則
な

ど
の
提
出
を
求
め
る


　
ま
た

経
管
の
経
験
を
確

認
す
る
書
類
と
し
て
は

こ

れ
ま
で
求
め
て
い
た
過
去
の

請
負
契
約
な
ど
の
決
裁
書
に

代
わ
り

取
締
役
会
の
議
事

録
や
人
事
発
令
書
な
ど
の
提

出
を
求
め
る
こ
と
に
す
る


　
□
リ
ペ
ア
会
│
４
月
８
日

設
立
記
念
総
会

開
演
は
午

後
２
時
か
ら

会
場
は
大
阪

国
際
会
議
場
︵
大
阪
市
北

区
︶


　
国
土
交
通
省
は

建
設
分

野
の
技
術
革
新
を
支
援
す
る

﹁
建
設
技
術
研
究
開
発
助

成
﹂
で

２
０
１
６
年
度
の

新
規
テ

マ
に
﹁
建
設
分
野

に
お
け
る
生
産
性
向
上
に
資

す
る
技
術
開
発
﹂を
選
ん
だ


建
設
現
場
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
全
面
活
用

大
規
模
構
造

物
に
お
け
る
プ
レ
キ

ス
ト

部
材
な
ど

建
設
現
場
の
生

産
性
向
上
に
つ
な
が
る
技
術

開
発
を
公
募
す
る


日
ま

で
応
募
を
受
け
付
け

６


７
月
ま
で
に
２
件
程
度
を
採

択
す
る


　
建
設
技
術
研
究
開
発
助
成

は

建
設
分
野
の
技
術
革
新

を
推
進
す
る
競
争
的
資
金
制

度

生
産
性
向
上
を
新
規
テ


マ
に
選
ん
だ
の
は
﹁
政
策

課
題
解
決
型︵
一
般
タ
イ
プ
︶﹂

で
民
間
企
業
や
大
学
な
ど

を
対
象
に

最
長
２
年
間
に

わ
た
り
４
５
０
０
万
円
を
上

限
に
研
究
開
発
費
を
助
成
す

る
土
木
工
事
だ
け
で
な
く


建
築
工
事
に
お
け
る
生
産
性

向
上
も
応
募
の
対
象
助
成

制
度
に
は
中
小
建
設
企
業

を
対
象
に
地
域
的
課
題
に
対

す
る
技
術
開
発
テ

マ
を
設

定
す
る
﹁
政
策
課
題
解
決
型

︵
中
小
企
業
タ
イ
プ
︶﹂も
あ

る
が

年
度
は
継
続
課
題

の
応
募
の
み
受
け
付
け

新

規
課
題
は
募
集
し
な
い


　
問
い
合
わ
せ
先
は
大
臣
官

房
技
術
調
査
課
　
電
話
０
３

︵
５
２
５
３
︶
８
１
２
５


　
１
面
つ
づ
き
　
建
設
業
の

構
造
的
な
課
題
へ
の
対
応
の

方
向
性
は
﹁
建
設
生
産
シ
ス

テ
ム
の
変
革
﹂
﹁
建
設
生
産

を
支
え
る
技
術
者
や
担
い
手

の
確
保
・
育
成
﹂﹁
建
設
企
業

の
持
続
的
な
活
動
が
図
ら
れ

る
環
境
整
備
﹂の
３
本
柱
で


基
礎
杭
工
事
問
題
で
明
ら
か

に
な

た
建
設
業
の
構
造
的

な
課
題
を
解
消
す
る
個
別
の

施
策
を
打
ち
出
し
た
も
の


　
こ
の
う
ち

建
設
生
産
シ

ス
テ
ム
の
変
革
で
は

現
場

に
お
け
る
元
請
け
の
総
括
的

な
管
理
責
任
を
明
確
に
す
る

こ
と
を
検
討

発
注
者
に
対

し
て
一
義
的
な
責
任
を
負
う

元
請
け
が

下
請
け
の
施
工

に
も
最
終
的
な
責
任
を
負
う

こ
と
を
施
工
体
制
上
で
明
確

に
す
る
た
め
工
事
規
模
・
内

容
を
踏
ま
え
た
監
理
技
術
者

・
主
任
技
術
者
の
配
置
を
検

討

現
場
に
お
け
る
工
場
製

品
の
割
合
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え

技
術
者
配

置
の
在
り
方
も
検
討
す
る


　
ま
た

建
設
業
法
で
禁
止

さ
れ
て
い
る
一
括
下
請
負
の

判
断
基
準
で
あ
る
施
工
へ
の

﹁
実
質
的
関
与
﹂に
つ
い
て


判
断
基
準
を
よ
り
明
確
化
す

る
と
し
た


　
建
設
企
業
の
持
続
的
な
活

動
が
図
ら
れ
る
環
境
整
備
で

は

１
９
７
２
年
の
建
設
業

許
可
制
度
の
創
設
以
降

大

き
な
見
直
し
を
行

て
い
な

い
許
可
要
件
を
見
直
す
た
め

の
点
検
に
着
手
す
る
特
に


大
手
メ

カ

な
ど
の
兼
業

業
者
か
ら
見
直
し
を
求
め
る

声
が
強
い
経
営
業
務
管
理
責

任
者
制
度
を
重
点
的
に
検
証

す
る

後
継
者
不
足
で
休
廃

業
や
解
散
が
増
え
て
い
る
地

域
の
中
小
建
設
業
の
企
業
再

編
や
事
業
承
継
の
支
援
に
も

乗
り
出
す


　
担
い
手
の
確
保
・
育
成
に

向
け
て
は

国
交
省
と
し
て


年
後
の
人
材
確
保
の
目
標

数
値
を
示
す
目
標
に
応
じ


若
手
の
入
職
促
進
・
離
職
防

止
高
齢
者
の
引
き
と
ど
め


女
性
活
躍
な
ど
で
そ
れ
ぞ
れ

の
対
策
を
示
す

技
能
労
働

者
の
処
遇
改
善
だ
け
で
な

く

優
秀
な
技
能
労
働
者
を

雇
用
す
る
下
請
け
企
業
の
受

注
機
会
を
拡
大
す
る
た
め
に

も
﹁
技
能
者
の
技
能
・
経
験

を
蓄
積
す
る
シ
ス
テ
ム
﹂
を

構
築
す
る


　
基
本
問
題
小
委
員
会
は


今
回
示
さ
れ
た
個
別
の
方
向

性
ご
と
に
議
論
を
展
開

６

月
に
も
中
間
報
告
を
ま
と
め

る
見
通
し
だ


　
１
面
つ
づ
き
　
１
日
に
開

い
た
﹁
総
合
評
価
方
式
の
活

用
・
改
善
等
に
よ
る
品
質
確

保
に
関
す
る
懇
談
会
﹂で
技

術
提
案
評
価
型
の
課
題
と
改

善
の
方
向
性
を
議
論
し
た


池
田
豊
人
大
臣
官
房
審
議
官

は
冒
頭
で
﹁
技
術
提
案
に
は

競
争
参
加
者
１
社
当
た
り
３

０
０
万
円
が
必
要
と
い
う
話

も
あ
る

参
加
者
が




社
あ
る
中
で

こ
の
費
用
を

﹃
社
会
的
コ
ス
ト
﹄
と
し
て

ど
う
捉
え
る
べ
き
か
﹂
と
い


た
問
題
意
識
を
示
し
た


　
技
術
提
案
評
価
型
に
は


施
工
上
の
工
夫
な
ど
に
関
す

る
技
術
提
案
を
求
め
る
﹁
技

術
提
案
評
価
型
Ｓ
型
﹂
と
部

分
的
な
設
計
変
更
や
高
度

な
施
工
技
術
を
提
案
す
る

﹁
技
術
提
案
評
価
型
Ａ
型
﹂

が
あ
る

技
術
提
案
評
価
型

の
２
０
１
４
年
度
実
績
で

は

Ｓ
型
が
５
８
７
件
と


・
７
％
を
占
め

Ａ
型
は
０

・
３
％
の
２
件
の
適
用
に
と

ど
ま
る


　
Ｓ
型
の
技
術
評
価
点
は



年
度
に
落
札
者
と
非
落
札

者
に
８
・
２
ポ
イ
ン
ト
の
差

が
あ

た
が


年
度
に
は

３
・
６
ポ
イ
ン
ト
ま
で
そ
の

差
が
縮
小

技
術
評
価
点
が

１
位
に
な
る
参
加
者
が
複
数

に
な
る
﹁
１
位
同
点
﹂
に
な

る
工
事
は

規
模
が
大
き
い

Ｗ
Ｔ
Ｏ
工
事
で

・
３
％
に

上
る
な
ど

結
果
的
に
価
格

で
落
札
者
が
決
ま
る
状
況
に

陥

て
い
る


　
国
交
省
は

標
準
設
計
の

変
更
を
伴
わ
な
い
範
囲
で
技

術
提
案
を
求
め
る
Ｓ
型
は


参
加
者
の
提
案
内
容
も
制
限

さ
れ
る
た
め

技
術
的
に
差

が
出
る
余
地
が
少
な
く

標

準
設
計
を
超
え
る
技
術
提
案

で
品
質
を
高
め
る
可
能
性
も

失
わ
れ
て
い
る
と
分
析

よ

り
高
度
な
技
術
提
案
を
求
め

る
Ａ
型
の
手
続
き
期
間
短
縮

や
事
務
手
続
き
の
負
担
軽
減

な
ど
を
図
り

適
用
件
数
を

拡
大
す
る
方
向
性
を
示
し

た


　
ま
た

Ｓ
型
を
適
用
す
る

工
事
の
中
に
も

施
工
能
力

評
価
型
で
よ
り
効
率
的
に
手

続
き
を
実
施
す
べ
き
工
事
が

あ
る
と
の
認
識
も
提
示

現

在
は
﹁
内
外
無
差
別
﹂
の
原

則
な
ど
を
理
由
に
施
工
能
力

評
価
型
を
適
用
し
て
い
な
い

Ｗ
Ｔ
Ｏ
工
事
に

施
工
能
力

評
価
型
を
適
用
す
る
こ
と
も

検
討
す
る


　
タ
キ
ロ
ン
マ
テ

ク
ス

︵
大
阪
市
北
区
︶
は

独
自

の
ア
フ
タ

サ

ビ
ス
プ
ラ

ン
﹁
安
心
サ
ポ

ト
﹂
の
登

録
受
け
付
け
を
始
め
た


　
同
サ
ポ

ト
は

タ
キ
ロ

ン
床
材
製
品
を
採
用
し
た
マ

ン
シ

ン
管
理
組
合
を
対
象

と
し
た
サ

ビ
ス

元
請
け

業
者
に
よ
る
５
年
工
事
保
証

終
了
以
降
の
５
年
間
に
発
生

し
た
タ
キ
ロ
ン
床
材
製
品
の

不
具
合
に
つ
い
て

無
償
に

て
保
守
点
検
サ

ビ
ス
を
提

供
す
る


　
対
象
と
な
る
の
は

塗
膜

防
水
材
複
合
工
法
で
施
工
し

た
廊
下
や
バ
ル
コ
ニ


モ

ル
タ
ル
階
段


　
異
常
な
変
退
色
や
エ
ン
ボ

ス
の
摩
滅

収
縮
に
よ
る
継

ぎ
目
不
良
が
発
生
し
た
場
合

に

１
回
の
み
無
償
で
調
査

・
点
検
し

補
修
す
る

登

録
費
用
は
無
料

保
証
開
始

日
か
ら
１
年
間

フ

ク
ス

で
受
け
付
け
る


　
従
来
の
工
事
保
証
は

同

社
と
元
請
け

工
事
店
の
３

社
が
連
名
し

最
長
５
年
に

限

て
い
た
が

こ
れ
で
は

次
回
の
大
規
模
修
繕
準
備
期

間
ま
で
に
空
白
期
間
が
発
生

し
て
い
た

タ
キ
ロ
ン
独
自

の
サ

ビ
ス
で

他
社
と
の

差
別
化
を
図
る
と
と
も
に


管
理
組
合
へ
の
継
続
的
な
サ

ポ

ト
を
目
指
す


　
問
い
合
わ
せ
先
は
大
阪
支

店
　
電
話
０
６︵
６
４
５
３
︶

８
１
７
０
ま
で


　
住
友
建

機
︵
東
京

都
品
川

区
︶
は
２

月

日


代
表
取
締
役
社
長
に
専
務
取

締
役
の
下
村
真
司
氏
が
４
月

１
日
付
で
就
任
す
る
と
発
表

し
た

井
手
幹
雄
社
長
は


代
表
取
締
役
会
長
に
就
く


　
下
村
真
司
氏
︵
し
も
む
ら

・
し
ん
じ
︶
１
９
８
２
年
３

月
京
都
大
学
工
学
部
卒

同

年
住
友
建
機
入
社

２
０
０

３
年
住
友
重
機
械
工
業
鉄
鋼

機
器
事
業
本
部
製
造
部
長



年
住
友
建
機
取
締
役
兼
住

友
建
機
︵
唐
山
︶
有
限
公
司

総
経
理


年
住
友
建
機
常

務
取
締
役
グ
ロ

バ
ル
製
造

本
部
長
兼
住
友
建
機
販
売
取

締
役


年
住
友
建
機
専
務

取
締
役
兼
住
友
建
機
販
売
取

締
役
兼
住
友
重
機
械
工
業
執

行
役
員


年
住
友
建
機
販

売
代
表
取
締
役
社
長
兼
住
友

建
機
専
務
取
締
役
兼
住
友
重

機
械
工
業
常
務
執
行
役
員



年
住
友
建
機
代
表
取
締
役

社
長
兼
住
友
建
機
販
売
代
表

取
締
役
社
長
兼
住
友
重
機
械

工
業
常
務
執
行
役
員

歳


　
阪
神
高
速
道
路
会
社
の
大
規
模
更
新
事
業
が

本
格
的
に
動
き
始
め
た

２
０
１
５
年
下
半
期

か
ら
Ｐ
Ｃ
桁
や
鋼
床
版
な
ど
の
大
規
模
修
繕
工

事
が
順
次
発
注
さ
れ
て
お
り

１
月
に
公
表
さ

れ
た

年
度
発
注
予
定
に
も
同
様
の
工
事
︵
第

２
四
半
期
︶
が
盛
り
込
ま
れ
た

ま
た

ネ


ト
ワ

ク
整
備
や
合
流
部
の
拡
幅

料
金
所
の

機
能
移
設
と
い

た
対
応
策
を
示
す
渋
滞
対
策

ア
ク
シ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

年
度
が
最
終
年

度
と
な
る

定
期
補
修
︵
フ
レ

シ

ア

プ

な
ど
︶
も
含
め
れ
ば
本
年
度
に
も
増
し
て
工
事

の
集
中
が
予
想
さ
れ

現
場
作
業
で
の
安
全
・

安
心
の
取
り
組
み
が
一
層
重
要
に
な
る
こ
と
は

間
違
い
な
い


　
２
月

日
に
行
わ
れ
た
阪
神
高
速
グ
ル

プ

の
安
全
大
会
で
は
関
係
者
ら
２
０
０
人
が
参
加

し

事
故
防
止
の
再
認
識
と
さ
ら
な
る
安
全
を

誓

た

安
全
表
彰
で
は

佐
野
塗
装
な
ど
６

社︵
Ｊ
Ｖ
含
む
︶が
社
長
表
彰
を
受
賞
し
た
同

社
の
幸
和
範
代
表
取
締
役
専
務
執
行
役
員
は


﹁
死
亡
事
故
で
一
番
悔
し
い
思
い
を
す
る
の
は

亡
く
な
ら
れ
た
方
と
ご
家
族

重
大
事
故
か
ら

得
た
教
訓
を
胸
に
刻
み

世
の
中
の
役
に
立
つ

仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
﹂
と
語

た




　
　
　

施
　
　

工
　

　
大
阪
市
　
　
３
／

　

申
込
締
切

●
パ
ラ
シ
オ
大
阪
城
公
園
大
規
模
修
繕
工
事

民
間
公
募
決
定
情
報

●
シ

ル
マ
ン
フ
ジ

泉
北
深
井
駅
前
ザ
・

ス
テ

シ

ン
タ
ワ


管
理
組
合

●
藤
和
吹
田
藤
が
丘

ホ

ム
ズ
管
理
組
合

大
阪
府
障
害
者

福
祉
事
業
団

﹁
き
ら
ら
﹂を
建
替

鶴
見
区
に
新
店
舗

新
設
予
定
日
は

月

日

しまむら

吹
田
市
南
清
和
園

町
で
宅
開

戸

野
村
工
務
店

森
岡
工
務
店
で

グ
ロ

ア

プ
の
店
舗

高
槻
市
に

戸
共
住

設
計
↓
日
企
　
　
　

施
工
↓
ス
ナ
ダ

日本エスコン

国
道
１
７
１
号
沿
い
に
位
置
す
る

高
槻
市
城
西
町
の
建
設
地
　
　
　

ス
タ

ツ
Ｃ
Ａ
Ｍ

堺
市
の
共
住
着
工

解　体　情　報

①
件
名
②
発
注
者
③
設
計･

監
理
者
等

④
建
物
概
要
⑤
内
容
⑥
予
定
工
期
⑦
応
募
条
件

⑧
提
出
書
類
⑨
提
出
期
間
⑩
提
出･

問
い
合
わ
せ
先

（８）第三種郵便物認可 年（平成年）３月４日＜金曜日＞

　
①
パ
ラ
シ
オ
大
阪
城
公
園

大
規
模
修
繕
工
事
︵
大
阪
市

城
東
区
︶
②
パ
ラ
シ
オ
大
阪

城
公
園
管
理
組
合
③
㈱
こ
ま

設
計
堂
④

戸
⑤
躯
体
補

修

塗
装

防
水
等
⑥
９



月
下
旬
⑦
法
人
で
資
本
金

３
０
０
０
万
円
以
上

特
定

建
設
業

最
近
５
年
間
に
５

０
０
０
万
円
以
上
の
分
譲
マ

ン
シ

ン
改
修
元
請
実
績
が

３
件
以
上
⑧
公
募
申
込
書

︵
書
式
を
下
記
Ｅ
メ

ル
に

請
求
︶

会
社
概
要
書

主

要
工
事
実
績
表

パ
ン
フ
レ


ト
・
工
事
経
歴
書
等
会
社

案
内
書
類

他
で
使
用
し
た

工
事
説
明
会
資
料
見
本
等


経
審
※
各
２
部
⑨
３
月

日

必
着
※
郵
送

宅
配
便
⑩
大

阪
市
城
東
区
森
之
宮
２
ノ
２

ノ

管
理
組
合
理
事
長
　
問

い
合
わ
せ
は
㈱
こ
ま
設
計
堂

・
橋
本
　
Ｅ
メ

ルkom

a
@pap-pro.com

▽
シ

ル
マ
ン
フ
ジ
泉
北

深
井
駅
前
ザ
・
ス
テ


シ

ン
タ
ワ

大
規
模

修
繕
工
事
︵
堺
市
中
区

深
井
清
水
町
４
０
０
５

ノ
１
︶

建
装
工
業
︵
吹
田
市
︶

・
予
定
工
期
２
月
１
日


７
月

日

▽
藤
和
吹
田
藤
が
丘
ホ


ム
ズ
大
規
模
修
繕
工
事

︵
吹
田
市
藤
が
丘
町
８

ノ

︶

長
谷
工
リ
フ


ム

︵
大
阪
市
中
央
区
︶

・
予
定
工
期
２
月
上
旬


７
月
下
旬

　
︻
箕
面
︼
グ
ロ

ア

プ

︵
箕
面
市
牧
落
３
ノ

ノ


︶
は

箕
面
市
牧
落
３
丁

目
に
物
販
店
舗
を
新
築
す
る

計
画

４
月
中
旬
に
森
岡
工

務
店
︵
堺
市
堺
区
緑
町
１
丁

５
ノ
１
︶
の
施
工
で
着
工
す

る
見
通
し
だ


　
規
模
は
鉄
骨
造
平
屋
１
９

９
平
方


建
設
地
は
箕
面

市
牧
落
３
ノ

ノ
１
他
の
敷

地
８
９
３
平
方


完
成
は

５
月
下
旬
を
予
定


　
設
計
は
Ｍ
│
ａ
ｒ
ｓ
建
築

事
務
所
︵
箕
面
市
牧
落
２
ノ

９
ノ
２
︶
が
担
当


　︻
吹
田
︼

野
村
工
務

店
︵
交
野

市
星
田
４

ノ

ノ

５
︶
は

吹
田
市
南
清
和
園

町
で
宅
地
開
発
を
計
画


　
開
発
面
積
は
１
３
２
７
平

方


一
戸
建
て
住
宅

戸

を
新
築
す
る

建
設
地
は
吹

田
市
南
清
和
園
町

ノ
７

︵
地
番
︶


　
代
理
人
は
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ａ

︵
神
戸
市
長
田
区
二
葉
町
６

ノ
７
ノ
１
︶
が
担
当


　
︻
堺
︼
ス
タ

ツ
Ｃ
Ａ
Ｍ

︵
大
阪
市
北
区
曽
根
崎
２
ノ

６
ノ
６
︶
は

設
計
・
施
工

で
堺
市
北
区
内
の
共
同
住
宅

新
築
に
着
工
し
た


　
規
模
は
木
造
３
階
建
て
延

べ
６
２
８
平
方


完
成
は

７
月

日


　
建
設
地
は
堺
市
北
区
百
舌

鳥
梅
町
３
丁

ノ
７
で

敷

地
面
積
は
５
０
５
平
方



　
施
主
は
個
人


　
︻
河
内

長
野
︼
社

会
福
祉
法

人
大
阪
府

障
害
者
福

祉
事
業
団
︵
富
田
林
市
甘
南

備
２
１
６
︶
は

地
域
生
活

総
合
支
援
セ
ン
タ

き
ら
ら

の
建
て
替
え
を
計
画
し
て
お

り

既
存
施
設
を
解
体
す
る

施
工
業
者
を

日
に
一
般
競

争
入
札
で
決
め
る

新
施
設

の
施
工
者
に
つ
い
て
は

解

体
が
完
了
す
る
７
月
以
降

に

入
札
方
式
で
決
め
る
見

通
し
だ


　
規
模
は
２
棟
で
総
延
べ
約

１
１
０
０
平
方

程
度
を
計

画

敷
地
面
積
は
１
９
６
７

・

平
方


建
設
地
は
河

内
長
野
市
西
之
山
町
２
ノ



新
施
設
の
開
設
は
２
０

１
７
年
４
月
を
予
定
し
て
い

る


　
ま
た

解
体
す
る
既
存
施

設
の
概
要
は

本
館
が
鉄
筋

コ
ン
ク
リ

ト
造
３
階
建
て

延
べ
１
２
８
０
平
方

で


ほ
か
に
鉄
骨
造
平
屋
の
車
庫

や
倉
庫
な
ど

総
延
べ
床
面

積
は
１
３
４
０
平
方


工

期
は
７
月

日


　
同
施
設
は

大
阪
府
の
富

田
林
保
健
所
河
内
長
野
支
所

と
し
て
利
用
し
て
い
た
の

を

年
か
ら﹁
地
域
生
活
総

合
支
援
セ
ン
タ

き
ら
ら
﹂

と
し
て
開
設

施
設
の
老
朽

化
に
よ
り
建
て
替
え
る
こ
と

に
な

た


　︻
高
槻
︼

日
本
エ
ス

コ
ン
︵
東

京
都
千
代

田
区
内
神

田
２
ノ

ノ
９
︶
は

高
槻

市
城
西
町
で
分
譲
マ
ン
シ


ン
を
建
設
す
る
計
画
だ

設

計
は
日
企
設
計
︵
大
阪
市
北

区
山
崎
町
１
ノ
５
︶

施
工

は
ス
ナ
ダ
建
設
︵
枚
方
市
楠

葉
並
木
２
ノ
２
ノ

︶
が
担

当
し

５
月
下
旬
に
着
工
す

る


　
規
模
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ


ト
造

階
建
て
延
べ
８
３
６

８
平
方


戸
数
は

戸
を

想
定

完
成
は
２
０
１
７
年


月
下
旬
を
予
定
し
て
い

る


年

月
に
閉
店
し
た

関
西
マ
ツ
ダ
高
槻
中
央
店
を

解
体
し

建
設
す
る


　
建
設
地
は
高
槻
市
城
西
町

５
４
５
他
︵
地
番
︶
の
敷
地

２
５
６
８
平
方


Ｊ
Ｒ
高

槻
駅
か
ら
徒
歩
約

分

阪

急
高
槻
市
駅
か
ら
徒
歩
約


分
の
国
道
１
７
１
号
沿
い
に

位
置
し

道
路
を
挟
ん
だ
向

か
い
側
に
は
桃
園
小
学
校
が

あ
る


　︻
大
阪
︼

し
ま
む
ら

︵
さ
い
た

ま
市
北
区

宮
原
町
２

ノ

ノ
４
︶
は

鶴
見
フ



シ

ン
モ

ル
の
新
設
を

計
画

大
規
模
小
売
店
舗
立

地
法
に
基
づ
く
届
け
出
を
大

阪
市
に
提
出
し
た

新
設
日

は

月

日
を
予
定


　
規
模
は
鉄
骨
造
２
階
建
て

延
べ
１
９
１
５
平
方


う

ち

店
舗
面
積
は
１
４
０
６

平
方


１
階
は
主
に
売
り

場
で

２
階
は
売
り
場
と
倉

庫

ト
イ
レ
な
ど
を
配
置
す

る

駐
車
場
は
建
物
東
側
と

北
側
に

台
分

駐
輪
場
は


台
分
を
設
け
る


　
建
設
地
は
大
阪
市
鶴
見
区

安
田
１
ノ

ノ
１
他︵
地
番
︶

の
敷
地
３
１
２
７
平
方



地
下
鉄
横
堤
駅
の
東
約
１
２

０
０

の
立
地
と
な
る


①規模・用途②事業主③施工者④敷地面積
⑤工期

【柏原市】
　▷解体工事（柏原市片山町－）①２延べ
約．㎡⑤年２月３日～３月日
【松原市】
　▷解体工事（松原市阿保３－１－６）①２延
べ約㎡③㈱ファーストテック（大阪市平野
区長吉川辺４－１－）⑤年２月１日～３
月日

【阪南市】
　▷解体工事（阪南市箱作－４－２）①２
延べ約㎡③㈱環境プロ（仙台市青葉区昭和
町２－）⑤年２月５日～３月日

【河内長野市】
　▷解体工事（河内長野市長野町－）①２
延べ約㎡③㈱土政建材店（河内長野市栄町
－）⑤年２月８日～３月５日


	OK0500016030400101
	OK0500016030400201
	OK0500016030400301
	OK0500016030400401
	OK0500016030400501
	OK0500016030400601
	OK0500016030400701
	OK0500016030400801

